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三
十
数
年
来
、
筆
者
は
日
本
古
代
の
種
々
な
穀
物
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
て
来
た
。
た
と
え
ば
、
本
邦
唯
一
の
穀
物
神
話
で
あ
る
と
い

表
わ
れ
た
粟
、
稗
、
稲
、
麦
、
大
豆
、
小
豆
等
に
つ
い
て
は
勿
論
、

(

1

)

 

論
文
を
発
表
し
た
。

こ
の
神
話
に
見
え
な
い
黍
に
つ
い
て
も
、
不
完
全
で
は
あ
る
が
拙
い

さ
て
、
本
小
論
で
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
穀
物
は
蓋
子
で
あ
る
。
こ
の
穀
は
所
謂
農
業
神
話
と
は
完
全
に
無
関
係
で
あ
っ
た
。
初
め

(

2

)

 

て
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
天
平
五
年
潤
三
月
六
日
の
越
前
国
郡
稲
帳
で
あ
る
。
勿
論
、
六
国
史
全
巻
を
通
じ
て
一
っ
と
し
て
菫
子
の

記
載
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
も
、

こ
の
穀
物
は
寺
島
良
安
の
「
和
漢
三
オ
図
会
」
や
、
新
井
白
石
の
「
東
雅
」
、
佐
藤
信
淵

の
「
草
木
六
部
耕
種
法
」
等
、
若
し
蔓
が
栽
培
穀
物
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
当
然
、
記
載
さ
れ
て
い
る
筈
の
書
物
に
も
見
当
ら
な
い
。
そ
れ

な
ら
ば
、
窒
は
古
代
に
は
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
後
世
省
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
窒
が
栽
培
植
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
又
用

途
な
ら
び
に
そ
の
実
体
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
が
本
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

菖
子
考
（
鋳
方
）

わ
れ
て
い
る
日
本
書
紀
・
巻
第
一
・
四
神
出
生
の
段
•
第
十
一
の
一
書
、

（
古
事
記
上
巻
に
も
略
々
同
様
の
神
話
が
記
さ
れ
て
い
る
）

論

文

蓋

子

考

鋳

方

貞

．
 

先

に
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る
。
菫
子
を
、
‘
、
ノ
と
訓
む
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
も
亦
当
然
で
あ
る
。

闊
西
大
學
「
純
清
論
集
』
第
二
十
巻
第
二
号

菫
子
が
い
か
な
る
穀
物
に
該
当
す
る
か
を
検
べ
る
に
先
だ
っ
て
、
そ
の
名
の
訓
み
方
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

(

3

)

 

先
ず
、
源
順
の
「
和
名
類
衆
紗
」
を
幡
け
ば
、

墓
子
本
朝
式
二
云
ク
、
菫
子
ハ
[
菫
ハ
音
皇
ヽ
和
名
美
乃
ヽ
案
ズ
ル
ニ
訓
釈
ノ
出
ズ
ル
所
未
ダ
詳
カ
ナ
ラ
ズ
]

0

0

0

 

と
あ
る
が
、
彼
は
堕
子
に
ミ
ノ
と
振
仮
名
を
つ
け
つ
つ
、
註
釈
の
場
合
に
は
子
を
省
略
し
て
菫
の
み
の
和
名
を
ミ
ノ
と
訓
み
、
そ
の
訓

゜

み
方
の
由
来
は
判
ら
ぬ
と
書
い
て
い
る
。
若
し
、
菫
一
字
を
ミ
ノ
と
訓
む
な
ら
ば
、
子
の
字
は
如
何
な
る
意
味
で
附
け
加
え
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

今
、
醜
っ
て
箆
子
以
外
の
穀
物
を
一
瞥
す
る
に
、
稲
、
粟
、
大
麦
、
小
麦
、
大
豆
、
小
豆
等
に
つ
い
て
は
子
の
字
を
つ
け
な
い
。
こ
れ

に
反
し
て
、
黍
、
稗
、
胡
麻
、
荏
等
に
は
蓋
同
様
に
子
の
字
を
書
き
添
え
て
い
る
の
が
延
喜
式
の
書
き
方
の
よ
う
で
あ
る
。
管
見
に
よ
れ

0
 
0
 
0
 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

 

0
 

0
 

ば
、
子
は
子
実
の
子
で
あ
っ
て
元
来
ミ
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
荏
子
は
エ
ノ
ミ
、
黍
子
は
キ
ビ
ノ
ミ
、
胡
麻
子
は
ゴ
マ
ノ
ミ
等
。

0

0

 

0
 
0
 

0
 

で
あ
る
か
ら
蓋
子
と
あ
れ
ば
ミ
ノ
ミ
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
堕
一
字
な
ら
ば
、
ヽ
ヽ
で
あ
る
。
荏
一
字
な
ら
ば
エ
、
胡
麻
の
二
字

な
ら
ば
ゴ
マ
で
あ
る
。
荏
油
が
エ
ノ
ア
ブ
ラ
で
あ
り
、
胡
麻
油
が
ゴ
マ
ノ
ア
ブ
ラ
と
訓
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

一
層
そ
の
間
の
事
情
を
明

ら
か
に
す
る
と
思
う
。
堂
を
、
ミ
ノ
と
訓
む
の
は
荏
を
工
ノ
、
胡
麻
を
ゴ
マ
ノ
と
訓
む
に
等
し
い
。
正
し
い
訓
み
方
で
は
な
く
誤
り
で
あ
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胡
麻
子
蝉
朋
（
四
石
）
直
稲
壱
伯
弐
拾
束
斗
別
三
束

年
料
荏
（
子
を
欠
い
て
い
る
）
陣
附
（
四
石
）
直
稲
捌
拾
束
束
別
五
升

（
中
略
）

弐
伯
蝉
拾
石
（
二
百
四
十
石
）
充
頴
稲
蝉
肝
捌
伯
束
（
四
千
八
百
束
）

足
羽
郡
弐
拾
束
、
坂
井
郡
騨
拾
束
（
四
十
束
）
以
下
略
。

糸
を
買
う
為
の
稲
の
束
数
等
を
記
し
、
最
後
に
塩
七
斗
に
当
る
稲
の
束
数
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、
襦
米
、
醸
酒
の
た
め
の
稲
の
数
量
、
錦
、
綾
、
羅
等
の
機
数
・
綜
数
、
そ
れ
ら
を
織
る
に
要
す
る
糸
の
数
量
、
そ
の

（
値
段
）
註
④
参
照
。

費
用
全
て
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

、
、
、

右
は
言
う
ま
で
も
な
く
金
光
明
経
・
金
光
明
最
勝
王
経
を
読
誦
さ
せ
る
た
め
僧
を
招
き
、
そ
し
て
法
会
の
と
き
の
食
事
（
お
と
き
）
の

、
、
、

（
註
山
参
照
）
錦
・
綾
・
羅
等
衣
料
関
係
の
道
具
•
原
料
は
し
ば
ら
く
お
き
、
お
と
き
に
用
い
ら
れ

た
の
も
は
、
稲
、
菫
子
、
襦
米
、
酒
、
塩
等
で
あ
っ
た
。
所
謂
、
副
食
物
的
な
食
品
が
欠
け
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
儀
式
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
も
、
そ
の
中
に
菫
子
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

5

)

 

更
に
、
天
平
六
年
十
二
月
の
尾
張
国
正
税
帳
に
眼
を
転
ず
れ
ば
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

官
奴
婢
食
料
米

菫
子
考
（
鋳
方
）

あ
る
（
束
別
五
升
）

(

4

)

 

年
代
的
に
菫
子
が
最
初
に
記
さ
れ
た
越
前
国
郡
稲
帳
を
左
に
掲
げ
よ
う
。
天
平
五
年
潤
三
月
六
日
で
あ
る
。

サ
イ
エ

読
誦
金
光
明
経
捌
巻
（
八
巻
）
、
金
光
明
最
勝
王
経
壱
拾
巻
、
斎
会
之
日
（
食
事
を
供
給
し
て
修
す
る
法
会
）
、
用
稲
参
一

0

0

 

菫
子
参
娯
（
三
石
）
直
稲
陸
拾
束
（
六
十
束
）

[
以
一
廿
束
玉
竺
二
朋
-
]
（
二
石
は
一
石
の
誤
か
。
）
天
平
六
年
十
二
月
尾
張
国
正
税
帳
に
よ
れ
ば
、
菫
子
二
限
の
直
稲
は
陣
拾
束
で

118 
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束
で
い
く
ら
と
い
う
評
価
、

つ
ま
り
逆
の
値
段
を
示
し
て
い
る
。

る
ま
い
。 運
雑
物
夫
料
壱
肝
伍
伯
陸
拾
雖
束

交
易
白
具
内
鮨
価
壱
拾
束

雑
掌
根
伍
拾
参
束
弐
把
陸
分

依
符
交
易
馬
蓑
価
弐
拾
束

と
あ
る
。
年
料
と
い
う
の
は
今
の
言
葉
で
言
え
ば
歳
費
に
当
る
か
と
思
う
。
年
の
入
用
1

年
の
必
要
経
費
と
見
て
も
差
支
え
あ

前
者
で
は
荏
四
石
、
胡
麻
子
四
石
、
稗
五
石
、
菫
子
二
石
を
挙
げ
つ
つ
そ
の
値
段
を
、
稲
の
束
数
で
示
し
、
胡
麻
子
の
場
合
の
み
稲
一

右
の
四
つ
の
穀
物
の
場
合
、

そ
れ
ら
が
年
料
の
わ
ず
か
一
部
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
後
者
、
葉
栗
郡
の
場
合
も
同
様
、
年

荏
子
価
壱
拾
束

皇
子
（
菫
子
）
価
陸
束

闊
西
大
學
『
経
清
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

稗
（
子
を
欠
い
て
い
る
）
伍
限
（
五
石
）
直
稲
伍
拾
束
束
別
一
斗

0
 
0
 

菫
子
弐
朋
（
二
石
）
寵
稲
碑
拾
束
束
別
五
升

(

5

)

 

な
お
引
続
き
各
郡
の
残
簡
が
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
同
国
・
葉
栗
郡
の
段
に
、

缶
（
も
た
ひ
）
価
弐
拾
束

襦
米
頴
捌
拾
束

胡
麻
子
価
壱
拾
伍
束

（
頭
部
は
欠
け
て
い
る
）

四
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尾
張
国

葉
栗
郡

料
の
残
簡
と
思
わ
れ
る
が
、

が
見
え
る
が
、

こ
こ
で
は
前
者
に
比
し
て
造
か
に
項
目
が
多
い
。

（
内
の
字
は
不
要
？
或
は
剥
身
か
。
）
雑
役
夫
の
食
料
、
郡
で
買
い
上
げ
た
（
交
易
）
馬
に
被
せ
る
蓑
、
雑
物
を
運
搬
す
る
人
夫
の
食
料
等

そ
の
中
に
精
米
、
胡
麻
子
、
荏
子
等
と
同
列
に
、
皇
子
（
墓
子
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
稲
一
束
は
五
升
（
官
奴
婢
食
料

米
、
二
百
四
十
石
が
稲
四
千
八
百
束
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
換
算
）

で
あ
る
か
ら
、

（
斗
別
三
束
）
荏
子
は
十
束
で
あ
る
か
ら
五
斗
（
束
別
五
升
）
菫
子
は
六
束
で
あ
る
か

さ
て
、
葉
栗
郡
に
お
い
て
、
雑
掌
や
運
雑
物
夫
の
た
め
の
経
費
が
稲
で
あ
り
、
最
初
に
掲
げ
た
官
奴
婢
の
食
料
米
さ
え
も
稲
が
給
せ
ら

一
度
菫
子
の
食
料
と
し
て
の
価
値
を
老
え
る
必
要
が
あ
る
。

先
ず
、
胡
麻
子
は
斗
別
三
束
で
あ
る
か
ら
前
掲
（
尾
張
国
正
税
帳
註
固
）
稲
一
束
で
は
三
升
三
合
三
勺
強
し
か
買
え
な
い
が
、
稗
は
稲

一
束
で
一
斗
買
う
こ
と
が
出
来
る
。

帳
註
固
）
稲
一
束
を
春
い
た
場
合
、
五
升
の
米
が
採
れ
る
か
ら
、
稲
と
荏
子
と
菫
子
と
の
三
者
は
等
価
で
あ
る
と
見
ら
れ
よ
う
。
稗
は
安

い
に
も
拘
ら
ず
官
奴
婢
の
食
料
に
さ
え
充
当
し
て
い
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
（
前
掲
尾
張
国
正
税
帳
註
⑤
）
荏
子
は
焼
い
て
香
味

料
と
す
る
が
、

い
る
か
ら
こ
れ
は
米
、
粟
と
同
様
に
取
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
稲
米
と
同
じ
値
段
で
あ
る
菫
子
を
何
故
、
官
奴
婢
等
の
食
料
と
し
な

か
っ
た
の
か
、

（
前
掲
尾
張
国
正
税
帳
註
固
）
荏
子
と
菫
子
と
は
稲
一
束
で
五
升
買
え
る
が
、

（
ま
た
製
油
の
原
料
に
す
る
が
、
荏
油
は
食
料
に
は
な
ら
な
い
）
墓
子
は
そ
う
で
は
な
い
。
七
種
粥
（
後
出
）
に
用
い
て

そ
こ
に
は
何
ら
か
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

菫
子
考
（
鋳
方
）

れ
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
今
、

ら
三
斗
（
束
別
五
升
）

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
胡
麻
子
は
十
五
束
で
あ
る
か
ら
五
斗
、

五

こ
の
場
合
精
米
は
四
石
で
あ
る
。

因
に
、
荏
子
・
胡
麻
子
・
菫
子
の
三
者
に
つ
い
て
、
尾
張
一
国
と
葉
栗
郡
と
の
場
合
を
対
比
す
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

例
え
ば
、

壺、

郡
で
買
い
上
げ
た

（
前
掲
尾
張
国
正
税

G

交
易
）

オ

フ

ノ

ス

ジ

白
具
内
鮨
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摂
津
国

河
内
国

荏
子
と
胡
麻
子
の
場
合
葉
栗
郡
は
尾
張
国
の
八
分
の
一
、
菫
子
の
場
合
約
七
分
の
一
に
当
る
。
尾
張
国
が
八
郡
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

(

6

)

 

い
た
こ
と
を
思
っ
と
き
、
こ
れ
ら
の
穀
物
が
各
郡
均
等
に
買
い
上
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

(

7

)

 

延
喜
式
・
民
部
・
交
易
雑
物
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

0

0

 

菫
子
六
斗

小
麦
十
一
石
七
斗
三
合

0

0

 

小
麦
舟
五
石
菫
子
五
斗
0

0

 

小
麦
州
五
石
一
斗
菫
子
九
斗

ク
テ
マ
ツ

(

7

)

「
交
易
雑
物
」
と
は
「
正
税
を
以
て
交
易
し
て
進
る
。
運
功
食
は
並
び
に
正
税
を
用
う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
所
謂
税
金
的

大
和
国
、
大
麦
三
石

な
も
の
で
は
な
く
、
国
の
費
用
で
買
い
上
げ
朝
廷
に
た
て
ま
つ
る
性
質
の
物
で
あ
っ
た
。

(

7

)

 

交
易
雑
物
の
項
に
は
、
交
易
国
五
十
ニ
ケ
国
と
太
宰
府
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
菫
子
を
進
上
す
る
国
は
右
の
三
ケ
国
に
過
ぎ
な
い
。
し

か
も
菫
子
の
数
量
が
あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
今
試
み
に
穀
物
を
進
上
す
べ
き
国
々
と
、
そ
れ
ら
穀
物
名
だ

け
を
抽
き
出
し
、
そ
の
数
量
を
掲
げ
て
み
る
。

菫
子

荏
子

．
 

胡
麻
子

大
麦
三
石

大
麦
三
石

二
石
四
石
四
石

斗
五
斗
五
斗

四

賜
西
大
學
『
経
演
論
集
』
第
二
十
巻
第
二
号

大
角
豆
四
石

載
二
千
五
百
枚

薦
一
千
五
百
枚

六
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2.12. 

伊
予
国
大
豆
十
八
名
胡
麻
子
五
石
（
原
本
、
五
合
は
五
石
の
誤
り
で
あ
る
。
訂
正
）

七

114 

讃
岐
国
三
年
を
隔
て
て
大
豆
十
八
石
を
た
て
ま
つ
る
。

紀
伊
国

阿
波
国

備
後
国
大
豆
十
六
石
七
斗

備
中
国
小
豆
一
石
六
斗
大
豆
二
十
八
石
ま
た
三
年
を
隔
て
て
小
豆
十
六
石
を
た
て
ま
つ
る
。

備
前
因

美
作
国

近
江
国

美
濃
国
，
 

丹
波
国

参
河
国

尾
張
国

稗
子
五
石
胡
麻
子
四
石

荏
子
二
十
石

胡
麻
子
四
石

大
豆
三
十
石

大
豆
十
石

粟
二
十
石

菫
子
考
（
鋳
方
）

小
豆
十
六
石
大
豆
八
十
石

胡
麻
子
三
石

大
豆
二
十
石

小
豆
三
十
石

小
豆
十
九
石
七
斗

小
豆
六
石

播
磨
国
大
豆
二
十
六
石

大
豆
六
十
石

ェ
9
‘̀
、

荏
子
四
石
（
註
、
天
平
五
年
の
正
税
帳
に
記
さ
れ
た
整
子
が
脱
落
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
、

胡
麻
子
三
石

胡
麻
子
五
石

荏
子
十
二
石

和
泉
国
小
麦
二
十
五
石
尾

小
豆
三
石

小
麦
七
十
石

ま
た
三
年
を
隔
て
て
大
豆
十
四
石
を
た
て
ま
つ
る
。

胡
麻
子
十
五
石

胡
麻
二
（
三
）
石

ま
た
三
年
を
隔
て
て
大
豆
十
五
石
を
た
て
ま
つ
る
。

大
豆
四
十
四
石
七
斗

小
豆
・
胡
麻
子
二
石
（
原
本
、
二
合
は
二
石
の
誤
り
で
あ
る
。
訂
正
）

胡
麻
子
三
石

胡
麻
子
四
石

既
に
墓
子
は
尾
張
国
で
交
易
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
？
）



2 I I 

稲
三
十
九
束
一
把
六
分
は
、

闊
西
大
學
『
経
演
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

右
の
よ
う
に
他
の
穀
物
は
凡
て
石
単
位
で
あ
る
の
に
、
菫
子
だ
け
は
斗
単
位
で
あ
り
、
先
の
大
和
・
河
内
・
摂
津
三
ケ
国
の
分
を
合
計

し
て
も
、
僅
か
二
石
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
な
p5ば
、
こ
の
少
量
の
窒
子
は
一
体
何
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
延
喜
式
・
神
祗
・
斎

(

8

)

 

宮
の
条
に
見
え
た
調
庸
雑
物
の
中
に
菫
子
が
あ
る
。

（
前
略
）
庸
米
一
千
六
百
六
十
七
石
五
斗
。
紐
翌
醒
翌
仁
野
和
笠
翻
芸
鰐
窃
二
咄
春
米
一
千
三
百
―
―
―
十
四
石
八
斗
。
紐
溶
五
百
三
十
四
石
八

紐
彗
琵
謹
配
広
炉
嗚
張
二
百
石
。
襦
米
十
石
。
小
麦
十
石
。
大
麦
一
石
。
粟
三
石
六
斗
。
大
豆
、
小
豆
各
六
石
。
醤
大
豆
十
八
石
。
胡
麻

子
一
石
。
蔚

ro
一
石
。
炉
五
（
交
易
雑
物
の
項
に
伊
勢
は
菫
子
の
交
易
国
で
は
な
か
っ
た
。
）
黍
子
一
石
。
疇
゜
。
（
後
略
）

(

9

)

 

さ
て
、
調
庸
雑
物
に
は
実
に
種
々
な
も
の
が
列
記
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
凡
て
斎
宮
に
所
属
し
、
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
(
8
)
 

そ
の
冒
頭
に
「
凡
そ
諸
国
の
送
り
納
め
た
る
調
庸
、
並
び
に
京
庫
に
請
い
受
け
た
る
雑
物
は
、
寮
庫
に
積
み
貯
え
て
雑
用
に
支
配
す
」
と

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
若
し
菫
子
が
通
常
の
穀
物
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
ー
ー
例
え
ば
庸
米
・
春
米
等
の
よ
う
に
単
な

マ
グ
ナ

る
食
料
I

I
ま
る
で
比
較
に
な
ら
な
い
程
、
量
が
少
な
い
。
調
庸
雑
物
は
絹
．
絢
か
ら
始
っ
て
銑
に
至
る
ま
で
凡
ゆ
る
も
の
を
包
含
し
て

(
9
)
 

い
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
祭
祀
関
係
の
も
の
も
、
斎
宮
寮
で
使
う
も
の
も
大
雑
把
に
分
類
し
て
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
菫
子
が
非
常

に
少
量
で
あ
る
こ
と
は
、

(
1
0
)
 

次
に
、
同
じ
く
斎
宮
の
条
に
表
わ
れ
た
月
料
に
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

二
斗
一
升
（
後
略
）

い
か
に
も
そ
れ
が
祭
祀
の
た
め
の
、
換
言
す
れ
ば
、
儀
式
用
の
穀
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
で
は
な

（
中
略
）
襦
米
。
大
豆
。
小
豆
。
小
麦
。
黍
子
。
胡
麻
子
。
菫
子
各
三
斗
。
米

一
束
が
五
升
の
米
と
な
る
こ
と
を
当
て
嵌
め
る
と
玄
米
十
九
石
五
斗
八
升
に
な
り
、
粟
を
仮
に
稲
に
準
用

稲
三
十
九
束
一
把
六
分
。
粟
十
七
束
八
把
゜
鰐
鯰
繹

、
"0

し
カ

八
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九

し
た
場
合
、
八
石
九
斗
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
老
慮
し
た
と
き
、
糧
米
・
大
豆
・
小
豆
・
小
麦
・
黍
子
・
胡
麻
子
と
共
に
、
そ
の
数
量
に

お
い
て
菫
子
が
決
し
て
所
謂
主
食
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
。

ミ
ノ
ミ
ノ
ホ
ン
ヒ

(

1

1

)

更
に
、
同
じ
く
斎
宮
の
条
に
「
供
新
嘗
料
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
堕
子
楠
が
あ
る
。

四
束
。
襦
糠
一
升
。
粟
楠
。
菫
子
楠
。
黍
子
楠
各
二
升
゜

（
中
略
）
米
。
糧
米
各
一
升
。
大
豆
。
小
豆
。
小
麦
。
胡
麻
子
各
二
升
。
襦
稲

註
十
一
を
見
れ
ば
判
る
よ
う
に
、
新
嘗
祭
に
必
要
と
す
る
品
々
は
非
常
に
多
い
。
そ
の
中
、
食
料
関
係
、
就
中
、
穀
物
を
抜
粋
し
た
も

の
が
右
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
食
料
が
祭
儀
に
関
係
．
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
（
新
拌
祭
）
、
そ
れ
に
し
て
も
、
供
料

米
二
斗
、
粥
料
米
二
斗
、
粟
二
斗
と
比
較
す
る
と
き
、
蓋
子
糠
二
升
と
い
う
の
は
、
量
が
少
な
い
。
最
初
の
供
料
米
・
粥
料
・
粟
等
と
は

別
に
列
挙
し
て
糸
｝
る
点
l

註
十
一
参
照
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
米
・
襦
・
大
豆
・
小
豆
・
小
麦
・
胡
麻
子
・
襦
稲
・
襦
楠
・
粟
楠

．
菫
子
楠
・
黍
子
楠
そ
れ
ぞ
れ
が
決
し
て
所
謂
主
食
的
な
も
の
で
は
な
く
、
儀
式
的
食
料
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
に
充
分
で
あ

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
右
の
推
察
に
疑
問
を
い
だ
か
せ
る
記
載
が
あ
る
。
延
喜
式
・
巻
三
十
九
・
内
膳
司
に
記
さ
れ
て
い
る
「
供
御
月

襦
米
二
斗
四
升
七
合
五
勺
。
粟
三
斗
四
升
五
合
。
襦
楠
一
斗
二
升
七
合
五
勺
。
粟
楠
三
升
七
合
五
勺
。
米
三
斗
六
升
四
合
。
稼
米
一

斗
五
升
。
黍
子
三
斗
。
糖
一
斗
四
升
二
合
五
勺
。
小
麦
一
石
四
斗
一
升
。
箪
子
七
升
五
合
。

麻
子
。
荏
子
各
一
斗
一
升
二
合
五
勺
。
大
角
豆
一
斗
三
升
五
合
。
酒
七
升
五
斗
。
揺
糟
六
斗
七
升
五
合
。
汁
糟
六
斗
。
酢
三
斗
七
升
七

合
五
勺
。
胡
麻
油
一
斗
五
升
。
未
醤
一
斗
五
升
。
醤
八
斗
三
升
。
滓
醤
七
升
五
合
。
塩
一
石
一
斗
八
升
五
合
。
肺
九
斤
。
鳥
膳
。
押
年

菫
子
考
（
鋳
方
）

料
」
で
あ
る
。
冗
長
で
は
あ
る
が
左
に
そ
れ
ら
を
列
挙
し
よ
う
。

ろ
う
。

（
後
略
）

（
前
略
）
供
料
米
二
斗
。
粥
料
米
二
斗
。
粟
二
斗
゜

（
墓
子
）
大
小
豆
各
二
斗
二
升
五
合
。
胡
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闊
西
大
學
『
罷
清
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

天
子
御

魚
各
十
六
斤
八
両
。
東
鰊
四
十
五
斤
。
薄
鰊
十
一
斤
四
両
。
隠
岐
鰊
四
十
五
斤
。
醤
腹
二
十
一
斤
。
堅
魚
二
百
二
十
五
斤
。
煮
堅
魚
。

コ
ッ
ヲ

蒸
海
鼠
各
八
斤
四
両
。
蛸
。
烏
賊
各
二
十
三
斤
四
両
。
鮭
四
十
五
隻
。
脂
四
斗
五
升
。
乞
魚
皮
二
十
斤
十
三
両
。
堅
魚
煎
。
海
鼠
腸
各

四
升
五
合
。
安
房
雑
鯰
二
十
三
斤
四
両
。
腸
漬
簸
二
斗
三
升
二
合
五
勺
。
久
恵
膊
十
三
斤
八
両
。
雑
鮨
二
斗
三
升
二
合
五
勺
。
飴
皮
二

ア

ラ

メ

十
一
斤
十
二
両
。
能
登
鯖
一
百
四
十
二
隻
。
紫
菜
十
二
両
。
海
松
二
斤
四
両
。
滑
海
藻
十
三
斤
八
両
。
海
藻
二
十
二
斤
八
両
。
大
凝
菜

す

ゴ

フ

ノ

9

イ

ギ

ス

カ

ラ

シ

ク

キ

四
斤
八
両
。
於
期
五
斤
四
両
。
鹿
角
菜
十
二
斤
。
伊
祇
須
九
斤
。
芥
子
。
鼓
各
四
升
五
合
。
醤
二
十
三
顆
。
干
棗
一
斗
四
升
二
合
五
勺
゜

揺
栗
二
斗
九
升
三
合
五
勺
゜

干
栗
子
七
斗
五
升
。

干
柿
子
二
十
九
連
。
椎
子
四
斗
五
升
。
呉
桃
子
一
斗
五

升
。
橘
子
四
十
五
蔭
。
撥
橘
子
。
菱
子
各
二
斗
二
升
五
合
。
蓮
子
一
斗
五
升
七
合
五
勺
。
吊
七
尺
螂
窪
嗜
木
添
灯
油
六
升
鰭
謬
襦
所
箸
竹

0

九
十
株
山
城
国
乙
訓
園
。

四
百
五
十
株
三
百
六
十
柊
和
楽
郡
鹿
鷺
園
。

右
月
料
。
＇
小
月
減
三
十
分
之
一
。

右
を
通
観
す
る
に
、
先
づ
第
一
に
襦
米
を
筆
頭
に
穀
類
を
掲
げ
、
次
に
酒
等
の
調
味
料
、
次
に
肺
・
鳥
脂
（
獣
鳥
肉
の
乾
物
）
を
初
め

と
し
て
魚
介
類
、
次
に
海
藻
類
、
次
に
芥
子
・
鼓
・
醤
等
の
香
辛
料
お
よ
び
香
味
料
、
次
に
干
棗
子
を
初
め
と
す
る
菓
物
類
、
最
後
に
食

料
以
外
の
吊
．
灯
油
・
箸
竹
等
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

右
の
品
目
の
中
に
筐
子
七
升
五
合
（
異
本
作
ら
莫
）
が
見
え
る
。
供
御
月
料
と
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
数
量
を
見
た
だ
け
で
も
、

一
人
の
食
料
で
あ
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
箸
を
作
る
た
め
の
竹
だ
け
で
も
四
百
五
十
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
容
易
に
推
察
す
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。

0

0

 

さ
て
問
題
は
、
七
升
五
合
の
菫
子
で
あ
る
が
、

生
栗
子
二
石
二
斗
五
升
゜

こ
こ
に
列
記
さ
れ
た
穀
物
の
中
、
粟
糀
三
升
七
合
五
勺
に
比
べ
れ
ば
、
二
倍
の
量
で
あ

る
。
と
は
云
え
、
粟
に
つ
い
て
は
、
三
斗
四
升
五
合
が
二
番
目
に
記
さ
れ
て
お
り
、
楠
は
加
工
品
と
し
て
特
別
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で

1
0
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あ
る
。
質
的
に
は
同
じ
粟
に
異
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

で
あ
っ
て
、
最
も
数
量
の
少
な
い
胡
麻
子
・
荏
子
で
さ
え
各
々
一
斗
一
升
二
合
五
勺
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
一
体
何
を
意
味
す
る

先
に
菫
子
が
儀
式
的
食
料
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
察
し
た
が
、

「
大
君
は
神
に
し
座
」
す
の
で
あ
っ
て
、
天
皇
の
た
め
の
供
御
は
特
別
に
儀
式
的
意
味
を
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
儀
式
的
食
料
で
あ
る
た
め
そ
の
量
も
多
く
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
解
釈
す
る
。

こ
こ
で
は
、
菫
子
が
所
謂
主
食
で
は
な
く
、
儀
式
的
食
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
層
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
延
喜
式
・
主
水
司
の
条
か
ら

(
1
2
)
 

践
詐
大
嘗
会
解
斎
七
種
御
粥
料
0

0

 

米
・
粟
．
黍
子
・
稗
子
・
墓
子
・
胡
麻
子
・
小
豆
各
二
斗
、

(

1

3

)

 

聖
神
寺
七
種
御
粥
科

米
二
斗
、
粟
．
黍
．
稗
子
・
菫
子
・
胡
麻
子
・
小
豆
・
各
五
升
。
堕
一
顆
゜

右
具
ー
一
備
正
月
十
五
日
旦
ー
、
令
二
水
部
送
l
o

モ
ッ
パ
ラ

常
住
寺
仏
聖
二
座
季
料
米
、
井
正
月
十
五
日
七
種
粥
、
一
同
二
聖
神
寺
lo

(
1
4
)
 

正
月
十
五
日
供
御
七
種
粥
料
。
鯰
畔

莫
子
考
（
鋳
方
）

ニ
・
三
の
例
を
取
り
上
げ
た
い
。

い
か
。
万
葉
集
に
も
あ
る
よ
う
に
、

で
あ
ろ
う
か
。

五

（
下
略
）

（
三
斗
）
墜
二
顆
。

（
下
略
）

こ
こ
で
も
同
様
の
こ
と
が
一
応
考
え
得
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

一
斗
を
割
っ
て
い
る
の
は
菫
子
の
七
升
五
合
だ
け
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粥
で
は
な
い
。

「
雑
給
粥
料
」
は
、
供
御
で
は
な
い
。

（
下
略
）

「
雑
給
粥
料
」
は
薪
を
検
す
る
諸
司
、
大
舎
人
、
内
侍
、
内
教
坊
女
等

隅
西
大
學
『
経
清
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

米
一
斗
五
升
・
粟
．
黍
子
・
稗
子
・
菫
子
・
胡
麻
子
・
小
豆
各
五
升
。
盛
四
升
゜

同
日
雑
給
粥
料
。
呻
嘘
疇
四
踪
舒
嘔

米
一
石
、
小
豆
五
斗
、
甕
八
升
。

右
の
引
用
は
す
べ
て
七
種
粥
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
の

位
の
低
い
人
達
の
た
め
の
七
種
粥
で
あ
っ
て
、
粟
・
黍
子
・
稗
子
・
菫
子
・
胡
麻
子
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
り
、

で
あ
っ
た
。
序
な
が
ら
、
柳
田
国
男
氏
は
、
赤
飯
の
起
源
を
、

の
で
、
赤
い
飯
を
作
る
た
め
白
米
に
小
豆
を
混
ぜ
て
赤
飯
を
つ
く
っ
た
儀
式
的
慣
習
に
あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、

（
農
林
協
会
。
昭
和
三
十
年
。
）

永
俊
太
郎
氏
編
、

右
の
よ
う
に
、
七
種
粥
の
簡
素
化
ー
|
略
式
—
ー
と
考
え
る
。

「
稲
の
日
本
史
」
。

日
本
の
稲
が
最
初
は
赤
米
で
あ
り
、
次
第
に
赤
米
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た

「
赤
米
」
中
、

さ
て
、
践
詐
大
嘗
会
解
斎
、
聖
神
寺
、
お
よ
び
正
月
十
五
日
供
御
の
七
種
粥
の
内
容
を
見
る
と
、
米
と
他
の
六
種
の
穀
物
と
の
配
合
割

合
は
梢
々
異
っ
て
は
い
る
が
、
そ
こ
に
は
は
っ
き
り
―
つ
の
公
式
が
あ
る
。
順
序
ま
で
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
米
・
粟
・
黍
子
・

稗
子
・
菫
子
・
胡
麻
子
・
小
豆
の
七
種
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
調
味
料
は
璧
だ
け
で
あ
る
。
塩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算
が
一
方
、
顆
で
表

(
1
5
)
 

＞
キ
タ
リ

わ
し
、
他
方
、
升
を
用
い
そ
の
点
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
当
時
の
仕
来
と
思
え
ば
、
そ
う
厳
し
く
追
求
す
る
に
も
当
る
ま
い
。

塩
味
の
七
種
粥
は
決
し
て
美
味
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
供
え
、
さ
ら
に
そ
れ
を
頂
く
と
こ
ろ
に
儀

式
の
本
質
が
あ
っ
た
。
下
級
官
史
の
方
が
寧
ろ
美
味
そ
う
な
米
と
小
豆
だ
け
の
粥
を
食
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
お
供
え
と
し
て
作
ら
れ
た

翻
っ
て
思
い
み
る
に
、
右
の
七
種
の
穀
物
の
中
、
米
は
も
と
よ
り
、
粟
．
黍
子
・
稗
子
・
胡
麻
子
・
小
豆
等
は
後
代
ま
で
引
続
き
栽
培

祭
祀
と
赤
米
』
。
筆
者
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

（
下
略
）

い
わ
ば
略
式
の
七
種
粥

『
理
学
博
士
、
盛
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う
」
こ
と
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

菫
子
考
（
鋳
方
）

全
然
触
れ
て
い
な
い
。
菫
子
の
播
殖
を
命
じ
て
も
、

「
国
を
富
ま
し
民
を
贈
は
す
所
以
」
と
な
ら
な
か
っ
た
し
、

そ
し

(

1

6

)

 

例
え
ば
、
承
和
七
年
五
月
二
日
（
八
四

0
)
の
太
政
官
符
、
「
陸
田
を
営
る
べ
き
事
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

ア

ナ

イ

右
案
内
を
検
す
る
に
、
去
る
詭
老
七
年
八
月
廿
八
日
（
七
二
三
）
の
格
に
称
う
。
麦
の
用
た
る
人
に
在
り
て
尤
も
切
な
り
。
救
乏
の

要
、
此
よ
り
過
ぎ
た
る
は
莫
し
。
…
；
・
・
・
・
・
・
・
・
往
年
、
詔
格
条
章
を
設
け
た
り
と
雖
も
、
近
代
、
牧
宰
曽
て
遵
行
す
る
こ
と
無
し
。
宜
し

＜
撒
已
上
一
人
其
の
支
に
専
当
し
、
民
を
し
て
天
之
時
に
因
り
地
之
利
に
就
き
、
黍
・
稜
・
稗
・
麦
・
大
小
豆
お
よ
び
胡
麻
等
の
類
を

ニ
ギ
ア

播
殖
せ
し
む
べ
し
。
是
れ
則
ち
国
を
富
ま
し
民
を
贈
は
し
め
、
凶
年
を
支
給
せ
し
む
る
所
以
な
り
。
若
し
惟
怠
し
て
勤
む
る
こ
と
無
く

ん
ば
、
状
の
随
に
科
責
す
。
唯
斯
れ
に
因
っ
て
水
田
を
務
め
ず
、
変
え
て
陸
田
と
為
す
を
得
ず
。

ま
た
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
は
、
続
日
本
後
紀
・
巻
第
九
、
承
和
七
年
五
月
丙
子
朔
丁
丑
（
二
日
）

畿
七
道
諸
国
に
下
知
し
、
黍
．
稜
．
稗
・
麦
・
大
小
豆
お
よ
び
胡
麻
等
の
類
を
播
殖
せ
し
む
べ
し
。
民
の
急
を
救
は
ん
が
為
な
り
」
と
あ

る。
前
者
は
地
域
的
に
不
明
確
の
よ
う
で
あ
る
が
、
橡
以
上
の
役
人
一
人
が
専
任
と
あ
る
。

の
規
定
も
後
者
に
比
し
て
詳
細
で
あ
り
、

こ
れ
が
全
国
的
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
う
余
地
は
あ
る
ま
い
。

て
、
穀
物
の
種
類
に
お
い
て
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
両
者
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
者
と
も
菫
子
に
つ
い
て
は

ま
た
「
民
の
急
を
救

ス

ケ

ジ

ョ

ウ

サ

ク

ワ

ン

（
撒
は
守
・
介
・
橡
・
目
の
中
、
三
等
官
）
他

に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
宜
し
く
五

る。 まい
。

菫
子
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

そ
れ
の
栽
培
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
が
栽
培
さ
れ
た
記
録
さ
え
全
然
な
い
の
で
あ

さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

何
故
、
菫
子
だ
け
が
記
録
か
ら
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

不
思
議
に
思
う
の
は
筆
者
一
人
で
は
あ
る
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闊
西
大
學
「
経
清
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

管
見
に
よ
れ
ば
、
菫
子
は
一
般
庶
民
と
無
関
係
の
穀
物
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
若
し
、
直
接
庶
民
の
食
料
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
た
な
ら
ば
、
当
然
播
殖
せ
し
め
る
に
直
し
た
筈
で
あ
る
。
菫
子
が
儀
式
的
な
穀
物
で
あ
り
、
そ
の
故
に
栽
培
さ
れ
な
い
穀
物
の
ま
ま
で

古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
た
記
録
は
な
く
、
後
世
に
な
っ
て
は
そ
の
名
さ
え
も
忘
れ
ら
れ
た
か
に
思
わ
れ
る
菫
子
と
は
、

で
あ
っ
た
の
か
。
菫
子
が
栽
培
植
物
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
野
生
植
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(17)

ン
ユ
デ
ン

正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂
の
延
喜
式
・
民
部
・
交
易
雑
物
に
見
え
る
菫
子
の
註
に
は
、
「
爾
雅
。
皇
は
守
田
な
り
。

‘
`
｀
チ
ョ
ウ

n

似
て
子
彫
胡
米
の
如
し
。
食
う
可
し
。
廃
田
の
中
に
生
ず
）
」
と
あ
る
。

ず
る
と
あ
る
か
ら
野
生
植
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(

1

8

)

 

ま
た
彫
胡
米
と
は
、
和
漢
三
才
図
会
が
マ
コ
モ
ノ
、
、
、
と
振
り
仮
名
を
つ
け
て
い
る
よ
う
に
、
菰
の
子
実
で
あ
る
。
こ
の
註
に
よ
れ
ば
、

｀
・
｀
ノ
｀
‘
、
マ
コ
モ
ノ
ミ

菫
は
燕
麦
に
似
て
、
そ
の
子
、
即
ち
菫
子
は
菰
子
に
似
て
い
て
食
用
と
な
る
。
序
な
が
ら
菰
は
シ
ナ
で
は
古
く
か
ら
六
穀
の
―
つ
に
数
え

(
1
9
)
 

ら
れ
て
い
る
。
六
穀
の
一
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
シ
ナ
で
は
二
世
紀
頃
、
既
に
菰
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強

い
。
首
子
が
菰
子
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
飽
く
ま
で
似
て
い
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
異
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

眼
を
転
じ
て
、
大
槻
文
彦
博
士
の
大
言
海
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

み
の
（
名
）
菫
子
・
菌
草
[
其
i
J
蓑
―
后
臥
タ
ピ
竺H
フ
カ
卜
云
フ
]
禾
木
科
ノ
ご
午
生
草
本
ノ
名o
廃
田
ナ
ド
—
戸
Hズ
o

苗
ヽ
麦

い
る
。

六

あ
っ
た
と
す
る
筆
者
の
考
察
は
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
註
に
関
す
る
か
ぎ
り
皇
（
菫
と
同
じ
）
は
廃
田
の
中
に
生

一
四

（
郭
瑛
云
々
、
燕
麦
に

一
体
ど
ん
な
穀
物
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二
似
テ
小
サ
ク
、
高
サ
―
二
尺
許
リ
、
葉
ハ
叢
生
ス
。
夏
ノ
初
、
葉
間
二
穂
ヲ
抽
キ
、

又
、
ミ
ノ
ゴ
メ
。

更
に
、
金
沢
庄
三
郎
博
士
の
広
辞
林
に
眼
を
移
せ
ば
、
略
々
同
様
の
解
説
に
当
面
す
る
。

（
名
)
[
植
]
み
の
ご
め
°
|
ー
ご
め
（
名
)
[
植
]
禾
本
科
の
一
年
生
草
本
、
水
田
・
池
沼
に
自
生
す
、
茎
は
平
滑
に
し
て
直
立

し
高
さ
―
二
尺
、
葉
は
叢
生
し
扁
平
に
し
て
粗
礎
、
四
五
月
頃
、
葉
間
に
花
穂
を
抽
く
、
種
子
は
食
用
に
供
せ
ら
る
。

前
者
の
「
其
の
i

亡
、
蓑
に
似
た
れ
ば
云
ふ
か
」
と
云
う
の
は
、
谷
川
士
清
の

の
毛
の
蓑
に
似
た
る
な
る
べ
し
。
今
み
の
ご
め
と
も
い
へ
尻
j

と
あ
る
の
に
根
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
し
、

さ
て
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
肝
賢
な
箇
所
は
全
部
一
致
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
禾
木
科
の
一
年
生
草
本
、
高
さ
―
二
尺
、
葉
は
叢

生
、
四
五
月
頃
（
夏
の
初
）
出
穂
、

（
こ
の
文
言
か
ら
も
栽
培
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
）
と
あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
菫
と
い
う
植
物
が
明
治
：
大
正
時
代
に
一
応
は

三
才
図
会
（
正
徳
二
年
、

一
七
―
二
年
）
上
梓
当
時
か
ら
省
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
読
者
先
刻
御
承
知
の
よ
う
に
、
寺
島
良
安

は
、
野
生
の
穀
類
の
中
、
食
用
に
な
る
穀
物
と
し
て
、
翻
（
ま
こ
も
）
、
雀
麦
22)
（
か
ら
す
む
ぎ
）
、
麟
）
（
い
ぬ
き
び
）
、
狼
尾
咤
（
い
ぬ

菫
子
考
（
鋳
方
）

あ
わ
）
等
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
和
訓
栞
（
文
化
二
年
、

っ
き
り
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

種
子
が
食
用
と
な
る
こ
と
等
、

一
八

0
五
年
）
は
と
も
か
く
、
明
治
・
大
正
時
代
に
知
ら
れ
て
い
た
菫
子
が
、
何
故
、
和
漢

ず
」
を
参
考
に
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
様
）
と
あ
る
の
は
一
層
そ
の
感
を
深
め
よ
う
。
ま
た
、

み
の

ま
た
、

一五

水
田
池
沼
に
自
生
す
と
あ
る
に
対
し
、

廃
田
な
ど
に
生
ず

米
ヲ
結
プ
、

「
又
み
の
ご
め
」

（
広
辞
林
も

「
廃
田
な
ど
に
生
ず
」
は
、
先
に
掲
げ
た
（
註
17)
爾
雅
の
「
廃
田
の
中
に
生

「
和
訓
栞
」
に
「
み
の
、
倭
名
紗
に
菫
子
を
よ
め
り
。
実

糊
ト
シ
、

又、

飯
ト
ス
ベ
シ
。
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最
初
の
菰
に
つ
い
て
は
、
和
漢
三
オ
図
会
も
、
大
言
海
も
広
辞
林
も
略
々
同
様
の
記
載
で
あ
る
か
ら
省
く
。

雀
麦
は
大
言
海
に
は
な
い
が
、
字
こ
そ
異
っ
て
い
る
が
ー
|
'
烏
麦
・
燕
麦
_
|
ー
広
辞
林
あ
る
い
は
大
百
科
事
典
（
平
凡
社
）
と
は
共
に
三

才
図
会
と
大
同
小
異
で
あ
る
か
ら
、

さ
て
、
大
言
海
と
広
辞
林
に
は
菫
は
あ
る
が
、
移
と
狼
尾
草
と
が
な
い
の
に
反
し
、
三
オ
図
会
は
穆
と
狼
尾
草
を
記
し
な
が
ら
、
菫
を

．
欠
い
て
い
る
。
こ
こ
で
筆
者
が
試
み
よ
う
と
思
う
こ
と
は
、
或
い
は
穆
か
狼
尾
草
の
何
れ
か
が
菫
と
同
一
植
物
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う

ヤ
ヤ

穆
（
い
ぬ
き
び
）
本
綱
。
穆
は
水
田
の
中
及
び
下
湿
地
に
生
ず
。
葉
は
稲
に
似
た
り
。
但
し
差
々
短
し
。

ア
プ
ラ
ガ
ヤ

に
似
る
）
八
九
月
茎
を
抽
く
。
三
稜
有
り
て
、
水
中
の
薦
草
（
筆
者
註
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
の
一
種
）
の
茎
の
如
し
。
細
花
を
開
き
、
躾
躾

穂
を
結
ぶ
こ
と
粟
の
穂
の
如
く
に
し
て
数
岐
に
分
か
る
。
鷹
の
爪
の
如
き
の
状
の
内
に
細
子
あ
り
。

い
は
良
い
赤
色
の
実
）
其
の
秤
は
甚
だ
薄
く
、
米
に
播
き
て
粥
を
煮
、
飯
を
炊
ぎ
、
麺
に
磨
き
て
、
皆
宜
し
。

狼
尾
草
（
い
ぬ
あ
わ
）
本
綱
。
狼
尾
草
は
沢
地
は
生
ず
。
粟
の
如
く
に
し
て
穂
あ
り
。
色
紫
黄
に
し
て
毛
あ
り
。
又
茅
に
似
て
、
以

て
屋
を
覆
う
べ
し
。

（
筆
者
註
、
屋
根
を
葺
く
）
荒
年
に
は
釆
食
す
べ
し
。

(
2
3
)

、
、
、
`
、
、

こ
こ
で
植
物
学
の
大
家
、
牧
野
富
太
郎
博
士
の
説
に
耳
を
傾
け
よ
う
。
「
新
日
本
植
物
図
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
み
の
、
い
ぬ
き
び
は
見
当

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ら
な
い
。
み
の
と
関
係
あ
り
そ
う
な
も
の
と
し
て
、
か
ず
の
こ
ぐ
さ
（
み
の
ご
め
）
と
、
む
つ
お
れ
ぐ
さ
（
み
の
ご
め
、
た
む
ぎ
）
と
を

、

、

、

、

、

、

、

、

挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
い
ぬ
あ
わ
と
い
う
項
は
あ
る
が
、
三
才
図
会
の
そ
れ
と
は
全
く
似
て
い
な
い
。
先
ず
、
い
ぬ
あ
わ
に
就
い
て
。

二
九
六
0
、

こ
と
で
あ
る
。
和
漢
三
才
図
会
の
解
釈
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
ま
た
省
略
す
る
。

い
ぬ
あ
わ
、

Setaria
C
h
o
n
d
r
a
c
h
u
e
 H
o
n
d
a
 

普
通
分
枝
し
な
い
。
地
下
茎
は
横
に
は
い
、
粗
大
な
側
枝
を
出
し
、
密
に
鱗
片
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
茎
は
硬
く
や
せ
、
平
滑
で
基
部

闊
西
大
學
「
経
済
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

原
野
の
草
地
に
は
え
る
緑
色
の
多
年
草
本
で
高
さ
一
米
以
上
に
な
り

（
筆
者
註
、
美
し
い
赤
色
、
あ
る

（
又
莱
黍
[
筆
者
註
不
明
]

（
菫
と
は
関
係
が
な
い
）

一六
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B
e
c
k
m
a
n
n
i
a
 e
r
c
a
e
f
o
r
m
i
s
 H
o
s
t
 

オ
図
会
に
は
、

一七

「
原
野
の
草
地
に
は
え
る
」
と
あ
り
、
そ
も
そ
も
出
発
点
か

は
通
常
節
が
曲
る
。
葉
は
長
く
、
線
状
で
皮
針
形
、
ゆ
る
＜
尖
り
、
長
さ
三
〇
糎
内
外
、
幅
―
二
粍
位
、
葉
の
縁
に
細
い
き
よ
歯
（
筆

者
註
鋸
歯
）
が
あ
り
、
長
い
鞘
を
持
つ
。
秋
、
茎
の
頂
に
狭
長
円
錐
花
穂
を
つ
け
、
長
さ
は
三
〇
糎
位
あ
る
。
小
分
穂
は
一
花
と
不
稔

花
頴
と
を
持
ち
、
花
下
に
剛
毛
が
あ
る
。
小
穂
は
一
花
か
ら
な
る
。
第
一
包
頴
は
ご
く
小
さ
く
、
第
二
包
頴
と
護
頴
は
ほ
ぼ
同
長
で
花

は
な
く
、
無
毛
で
と
も
に
軟
骨
質
で
あ
る
。
雄
し
べ
三
個
と
雌
し
べ
が
あ
る
。
頴
果
は
長
さ
ニ
・
五
粍
位
0

[
日
本
名
]
犬
粟
は
そ
の
穂

が
多
少
粟
に
似
て
い
る
が
、
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
い
う
。

イ
ヌ
ア
ワ
・

「
狼
尾
草
は
沢
地
に
生
ず
」
と
あ
る
が
、
図
鑑
に
は
、

ら
喰
い
異
っ
て
い
る
。
三
才
図
会
の
「
粟
の
如
く
に
し
て
穂
あ
り
」
は
、
図
鑑
に
「
そ
の
穂
が
多
少
粟
に
似
て
い
る
」
と
あ
る
の
と
同
じ

で
あ
る
が
、
前
者
に
「
荒
年
に
は
釆
食
す
べ
し
」
と
あ
る
の
に
対
し
後
者
は
「
役
に
立
た
な
い
も
の
」
即
ち
、
食
用
に
な
ら
ぬ
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
名
は
同
じ
で
は
あ
る
が
、
異
っ
た
植
物
で
あ
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

、
、
、
、

さ
て
大
槻
文
彦
博
士
も
金
沢
庄
三
郎
博
士
も
同
様
に
み
の
（
筆
者
は
み
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
と
先
刻
説
明
し
た
）
に
つ
き
，
み
の
ご
め

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

で
あ
る
と
解
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
牧
野
富
太
郎
博
士
は
、
か
ず
の
こ
ぐ
さ
と
む
つ
お
れ
ぐ
さ
の
両
者
に
み
の
ご
め
を
一
応
当
て

(
2
3
)
 

て
お
ら
れ
る
。
少
々
冗
長
に
す
ぎ
る
が
、
そ
れ
ら
両
者
を
引
用
す
る
。

二
九

0
五
、
か
ず
の
こ
ぐ
さ

水
田
面
お
よ
び
田
の
畔
等
に
多
く
は
え
る
二
年
草
で
鮮
緑
色
、
茎
は
や
や
軟
か
く
か
つ
無
毛
平
滑
で
三
五
ー
五

0
糎
位
あ
る
Q

茎

は
叢
生
し
、
や
や
太
く
中
空
の
円
柱
形
、
単
一
で
節
は
や
や
高
い
。
葉
は
幅
広
い
線
形
で
先
は
鋭
く
尖
り
、
葉
面
は
ざ
ら
つ
き
、
細
い

き
よ
歯
（
筆
者
註
鋸
歯
）
が
あ
り
、
長
さ
は
一
五
ー
ニ
〇
糎
位
、
幅
五
粍
内
外
あ
り
、
葉
鞘
は
茎
の
節
間
よ
り
長
い
。
春
、
茎
の
頂
に

菫
子
考
（
鋳
方
）

（
み
の
ご
め
）
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も
あ
る
。 闊

西
大
學
「
綬
清
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

長
い
緑
色
の
円
錐
花
穂
を
つ
け
、
長
さ
一

0
1二
0糎位
、
側
枝
は
短
か
く
上
向
し
、

-I三
花
か
ら
な
る
。
内
外
の
二
包
頴
は
左
右
か
ら
圧
せ
ら
れ
、
両
者
同
形
で
や
や
袋
状
と
な
り
内
部
に

花
を
包
み
、
護
頴
の
尖
っ
た
先
端
は
短
か
く
両
包
頴
の
上
に
突
出
す
る
。
鱗
皮
は
二
個
、
雄
し
べ
三
個
子
房
に
二
花
柱
が
あ
る
。
頴
果

ら
れ
、

ミ
ノ
ゴ
メ
は
米
の

そ
の
片
側
に
二
列
に
密
に
穂
を
並
べ
る
。
小

[
日
本
名
]
数
の
子
草
は
小
穂
の
並
列
す
る
状
態
が
あ
た
か
も
ニ
シ
ン
の
卵
に
似
て
い
る
こ
と
に
基
い
て
名
ず
け

こ
の
草
の
穀
粒
は
そ
の
外
廓
を
な
し
て
い
る
。
包
頴
の
大
き
い
の
に
拘
ら
ず
、
極
め
て
小
形
で
食
用
に
な
ら
な
い
。
従
来
こ
の

植
物
を
、
ミ
ノ
ゴ
メ
と
呼
ん
で
い
た
が
、
本
当
の
ミ
ノ
。
コ
メ
は
ム
ツ
オ
レ
グ
サ
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
著
者
が
新
た
に
カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
の

名
を
つ
け
た
。

各
地
水
田
や
溝
の
中
に
繁
茂
す
る
多
年
草
で
叢
生
す
る
。
茎
は
秋
に
既
に
株
本
か
ら
ニ
ー
ー
・
三
条
に
分
か
れ
、
葉
は
線
形
で
紅
紫
色

と
な
り
軟
か
く
、
水
面
に
浮
か
ん
で
越
冬
し
、
春
が
来
れ
ば
茎
は
更
に
叢
生
し
て
土
中
を
横
に
は
い
、
各
節
か
ら
枝
、
茎
、
ひ
げ
根
を

出
し
、

そ
れ
等
は
の
び
て
五
〇
糎
内
外
と
な
る
。
葉
は
互
生
し
線
形
で
先
は
尖
り
、
長
さ
は
五
ー
一
〇
糎
程
で
平
滑
で
あ
り
、
小
舌

は
白
膜
質
で
広
く
、
円
頭
を
な
し
、
葉
鞘
は
完
全
な
筒
状
で
あ
る
。
五
月
に
は
茎
の
頂
に
細
長
い
緑
色
の
花
穂
を
出
し
、
分
枝
は
小
穂

と
と
も
に
直
立
す
る
の
で
一
見
細
い
単
一
の
穂
の
よ
う
で
あ
る
。
小
穂
は
線
状
円
柱
形
で
長
さ
三
糎
内
外
、
八
|
|
九
個
の
花
が
規
則

正
し
く
互
生
し
、
熟
す
る
と
落
ち
易
く
、
遂
に
は
穂
軸
を
残
す
だ
け
で
あ
る
。
包
頴
は
長
さ
三
ー
ー
↓
ユ
粍
の
卵
形
膜
質
で
あ
る
。
誰
頴

は
卵
状
皮
針
形
、
長
さ
七
＇
~
八
で
粍
先
は
尖
り
、
上
部
は
二
裂
す
る
。
頴
果
は
長
楕
円
形
、
大
形
の
緑
色
で
平
滑
、
食
用
と
す
る
人

[
日
本
名
]
ム
ツ
オ
レ
グ
サ
は
、
ば
ら
ば
ら
に
折
れ
易
い
意
味
で
脱
落
し
易
い
穂
に
基
い
て
い
わ
れ
、

G
l
y
c
e
r
i
a
 acutiflora 
T
o
r
r
y
 

ニ
八
六

0
、
む
つ
お
れ
ぐ
さ
。

は
極
め
て
小
さ
い
。

穂
は
長
さ
ニ
ー
三
粍
、

（
み
の
ご
め
・
た
む
ぎ
)
[
い
ね
科
]

八
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意
、
田
麦
は
田
ん
ぽ
の
麦
の
意
味
で
食
べ
ら
れ
る
穀
粒
と
い
う
意
味
で
い
わ
れ
る
。

こ
こ
で
先
ず
牧
野
博
士
が
「
み
の
ご
め
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
む
つ
お
れ
ぐ
さ
」
と
、
大
槻
・
金
沢
両
博
士
が
「
み
の
ご
め
」
で
あ
る

み
の
（
み
の
ご
め
）
大
槻
・
金
沢
両
博
士

0

0

 

0
 
0
 
0
 

日
禾
本
科
の
一
年
生
草
本
。
廃
田
【
水
田
・
池
沼
】
に
自
生

曰
葉
は
叢
生
し
[
扁
平
に
し
て
粗
糠
]
゜

0

0

 

四
初
夏
[
四
五
月
頃
]
葉
間
に
[
花
]
穂
を
抽

v゚

右
の
箇
条
書
に
よ
っ
て
直
ち
に
判
る
よ
う
に
、
両
者
が
禾
本
科
植
物
で
あ
る
こ
と
、
四
五
月
頃
、
又
五
月
に
花
穂
を
つ
け
る
こ
と
、
食

用
に
な
る
こ
と
以
外
は
す
べ
て
異
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

大
言
海
・
広
辞
林

（
み
の
ご
め
）

菖
子
考
（
鋳
方
）

[
]
内
は
広
辞
林

み
の

さ
ら
に
「
か
ず
の
こ
ぐ
さ
」

（
み
の
ご
め
）
を
前
者
に
倣
っ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

む
つ
お
れ
ぐ
さ
（
み
の
ご
め
）
牧
野
博
士

0

0

0

 

H
い
ね
科
。
各
地
の
水
田
や
溝
の
中
に
繁
茂
す
る
多
年
草
。

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

口
茎
は
：
·
…•
9・
土
中
を
横
に
は
い
各
節
か
ら
枝
・
茎
・
ひ
げ

根
を
出
し
そ
れ
ら
は
の
び
て
五

0
糎
内
外
と
な
る
。

0
 
0
 

0
 
0
 

国
葉
は
互
生
し
先
は
尖
り
、
長
さ
五

I-0糎
程
で
平
滑
゜

0

0

0

 

四
五
月
に
は
茎
の
頂
に
細
長
い
緑
色
の
花
穂
を
出
す
。

国
食
用
と
す
る
入
も
あ
る
。

こ
れ
ら
が
、
同
一
の
植
物
で
あ
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

新
日
本
植
物
図
鑑

か
ず
の
こ
ぐ
さ
（
み
の
ご
め
）

国
糊
と
し
又
飯
と
す
べ
し
0

[
食
用
に
供
せ
ら
る
0

J
 

0

0

 

0
 

0
 
0
 

ロ
[
茎
は
平
滑
に
し
て
直
立
し
]
高
さ
―
二
尺

す。 と
考
え
て
お
ら
れ
る
も
の
と
を
試
み
に
比
較
し
て
み
よ
う
。

[
]
内
は
金
沢
博
士
広
辞
林
の
み
。

一九
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た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

闊
西
大
學
『
癌
清
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

0
 
0
 
0
 
0
 

H
禾
本
科
の
一
年
生
草
本
。
廃
田
[
水
田
・
池
沼
]
に
自
生

0

0

 

四
初
夏
[
四
五
月
頃
]
葉
間
に
[
花
]
穂
を
抽

v゚

国
糊
と
し
又
飯
と
す
べ
し
0

[
食
用
に
供
せ
ら
る
]
°

右
の
う
ち
、
日
で
は
一
年
草
と
二
年
草
の
違
い
は
あ
る
が
、
自
生
す
る
場
所
は
殆
ん
ど
同
じ
。
ロ
・
ロ
は
略
々
同
様
で
あ
り
、
四
に
つ

か
ら
で
あ
る
。
は
っ
き
り
言
え
ば
、

（
和
訓
栞
）

（
円
錐
花
穂
を
つ
け
る
こ
と
と
、

固
に
至
っ
て
は
全
然
異
る
。
言
語
学
者
で
あ
っ
た
大
槻
・
金
沢
両
博
士

カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
に
当
て
た
と
思
わ
れ
る
。
両
者
の
間
に
梢
々
類
似
性
が
存
在
す
る

カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
の
子
実
が
食
用
に
な
ら
な
い
以
上
両
博
士
の
ミ
ノ
に
関
す
る
説
明
は
、
誤
り
で
あ
っ

は
、
従
来
称
さ
れ
て
い
た
ミ
ノ
ゴ
メ
を
、

ふ
か
と
い
ふ
」
と
は
何
か
関
連
が
あ
り
そ
う
な
気
も
す
る
）
。

い
て
は
時
期
は
凡
そ
同
じ
で
あ
る
が
、
花
穂
の
出
場
所
が
異
っ
て
い
る
。

「
其
芭
、
蓑
に
似
た
れ
ば
云

国
葉
は
叢
生
し
[
扁
平
に
し
て
粗
糠
]

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 

ロ
[
茎
は
平
滑
に
し
て
直
立
し
]
高
さ
―
二
尺
o

す。

国
こ
の
草
の
穀
粒
は
そ
の
外
廓
を
な
し
て
い
る
包
頴
の
大
き

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0

0

 

0

0

0

0

 

い
の
に
拘
ら
ず
極
め
て
小
形
で
食
用
に
な
ら
な
い
。
従
来
こ
の

崖累‘
□

、
公

”eo手
苓
い
か
加
、
杢
尉
も
な
i
j
o

累

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

ツ
オ
レ
グ
サ
の
こ
と
で
あ
る
。

0
 
0
 
0
 

四
春
茎
の
頂
に
長
い
緑
色
の
円
錐
花
穂
を
つ
け
る
。

0

0

 

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

口
葉
は
幅
広
い
線
形
で
先
は
鋭
く
尖
り
、
葉
面
は
ざ
ら
つ
く
。

0
 
0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

口
茎
は
や
や
軟
か
く
か
っ
無
毛
平
滑
で
高
さ
は
三
五
ー
ー
五

0

0

 

〇
糎
位
あ
る
。

日
水
田
面
お
よ
び
田
の
畔
等
に
多
く
は
え
る
二
年
草
。

二
0
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0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

固
鷹
の
爪
の
如
き
状
の
内
に
細
子
あ
り
。
黍
粒
の
如
く
に
し

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
9
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 

四
細
花
を
開
き
、
躾
躾
穂
を
結
ぶ
こ
と
粟
の
穂
の
如
く
に
し

0

0

 

0
 
0
 
0
 

て
数
岐
に
分
か
る
。

ア
プ
ラ
ガ
ヤ

稜
あ
り
て
、
水
中
の
薦
草
の
如
し
。

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

曰
八
九
月
茎
を
抽
く
。

穆
（
い
ぬ
き
び
）

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

日
水
田
の
中
及
び
下
湿
地
に
生
ず
。

0

0

0

 

口
葉
は
稲
に
似
た
り
。

0

0

 

0
 
0
 

但
し
差
々
短
し
。

そ
れ
な
ら
ば
、
菫
子
（
み
の
み
・
み
の
ご
め
）

寺
島
良
安
（
三
才
図
会
）

菫
子
考
（
鋳
方
）
．

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

国
護
頴
は
卵
状
皮
針
形
、
長
さ
七
ー
八
粍
で
先
は
尖
り
、

る。

0

0

 

0
 

0
 
0
 

0
 
0
 

四
五
月
に
は
茎
の
頂
に
細
長
い
緑
色
の
花
穂
を
出
し
、
分
枝

0

0

0

、0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

は
小
穂
と
と
も
に
寵
立
す
る
の
で
一
見
単
一
の
穂
の
よ
う
で
あ

と
な
る
。

ら
枝
・
茎
・
ひ
げ
根
を
出
し
、

そ
れ
等
は
の
び
て
五

0
糎
内
外

春
が
来
れ
ば
茎
は
更
に
叢
生
し
て
土
中
を
横
に
は
い
、
各
節
か

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

O
 
O
 
O
 
O
 
0
 

曰
茎
は
秋
に
既
に
株
本
か
ら
ニ
ー
三
条
に
分
れ
、

む
つ
お
れ
ぐ
さ

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

H
各
地
の
水
田
や
溝
の
中
に
繁
茂
す
る
。

0

0

 

0
 

0
 

0
 
0
 
0
 

口
葉
は
互
生
し
線
形
で
先
は
尖
り
、
長
さ
は
五
ー
|
1
0糎

゜
程。

牧
野
富
太
郎
博
士
（
新
日
本
植
物
図
鑑
）

に
つ
い
て
ニ
―
―
口
も
触
れ
て
い
な
い
和
漢
三
才
図
会
の
場
合
は
如
何
。
食
用
に
な
る
菰
、

雀
麦
、
狼
尾
草
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
若
干
触
れ
た
。
今
、

こ
こ
で
は
ま
だ
手
を
つ
け
て
い
な
い
穆
（
い
ぬ
き
び
）

ム
ツ
オ
レ
グ
サ
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
の
子
実
は
食
用
に
な
ら
ぬ
か
ら
省
く
。

に
つ
い
て
、
そ
れ
を
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更
に
、
諸
橋
徹
次
博
士
の
大
漢
和
辞
典
に
よ
れ
ば
、

（
巻
九
）

「
悪
、
み
の
ご
め
。
む
つ
お
れ
ぐ
さ
。
水
田
・
沼
沢
の
浅
水
中
に
自
生

る。

「
頴
果
は
長
楕
円
形
、
大
形
の
緑

「
護
頴
は
卵
形
皮
針
状
形
、
長
さ
七
ー
|
'
八
粍
で
先
は
尖
り
、

結
ぶ
こ
と
粟
の
穂
の
如
く
に
し
て
数
岐
に
分
る
」
と
、

「
土
中
を
横
に
」
這
わ
な
い
。
四
「
細
花
を
開
く
」
点
略
々

「
細
長
い
緑
色
の
花
穂
出
す
」
の
と
同
じ
か
と
思
わ
れ
る
が
、

ャ
ャ

右
の
う
ち
、
日
は
略
々
同
じ
。
口
稲
の
葉
は
互
生
で
は
な
い
。
長
さ
五

l
-
0糎
な
ら
ば
稲
の
葉
と
は
差
々
ど
こ
ろ
で
は
無
く
、
大

変
短
い
。
国
「
八
九
月
茎
を
抽
く
」
は
「
茎
は
秋
に
既
に
株
本
か
ら
二
三
条
に
分
れ
」
と
あ
る
の
に
似
て
い
る
が
、

日
と
因
と
は
略
々
同
じ
で
あ
る
が
、
他
は
、

「
分
枝
は
小
穂
と
と
も
に
直
立
す
る
の
で
一
見
単
一
の
穂
の
よ
う
で
あ
る
」
と
は

同
一
内
容
と
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
国
「
鷹
の
爪
の
如
き
状
」
は
、

上
部
は
二
裂
す
る
」
を
思
わ
せ
る
が
、

そ
の
実
が
「
黍
粒
の
如
く
に
し
て
細
赤
な
り
」
と
あ
る
の
は
、

色
で
平
滑
」
と
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
因
に
つ
い
て
は
説
く
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

こ
れ
ら
両
者
が
決
し
て
同
一
植
物
を
指
し
て
い
る
の
で
は
無
い
こ
と
を
知
ら
せ
る
の
で
あ

す
な
わ
ち
、
穆
（
い
ぬ
き
び
）
と
、
む
つ
お
れ
ぐ
さ
（
み
の
ご
め
）
と
は
別
の
植
物
で
あ
っ
た
。

す
。
茎
は
直
生
で
平
滑
。
葉
は
狭
線
形
。
花
は
淡
緑
色
円
錐
形
で
春
開
く
。
其
実
を
飯
に
す
る
。
【
爾
雅
翼
】
茜
米
可
レ
為
レ
飯
。
生
二
水
田

中
ー
、
苗
子
似
ー
一
小
麦
一
而
小
、
四
月
熟
、
久
食
不
＞
飢
、
爾
雅
所
レ
謂
皇
＾
守
田
也
」
と
あ
る
が
、
菫
の
字
は
見
当
ら
な
い
。
諸
橋
博
士
は
み

、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
ご
め
を
む
つ
お
れ
ぐ
さ
と
解
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
牧
野
博
士
説
で
あ
り
、
他
は
金
沢
・
大
槻
・
牧
野
三
博
士
の
説
を
適
当
に
取

し。

ヒ

因
米
に
拷
き
て
粥
を
煮
、
飯
を
炊
ぎ
、
麺
に
磨
き
て
、
皆
宜

0

0

 

0
 
0
 

て
細
赤
色
な
り
。

闊
西
大
學
『
純
演
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

因
食
用
と
す
る
人
も
あ
る
。

ア
ブ
ラ
ガ
ヤ
の
茎
は

「
族
捺
穂
を

ニニ

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

上
部
は
二
裂
す
る
。
頴
果
は
長
楕
円
形
、
大
形
の
緑
色
で
平
滑
゜
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る
こ
と
は
、

同
様
、
そ
の
実
物
を
御
存
知
な
か
っ
た
こ
と
を
証
拠
だ
て
る
と
思
う
。
~
と
い
う
字
が
あ
っ
た
の
で
止
む
を
得
ず
説
明
さ
れ
た
と
し
か
思

「
和
漢
三
才
図
会
」
「
大
言
海
」
や
「
広
辞
林
」
に
記
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

先
ず
「
和
訓
栗
」
が
「
和
名
類
衆
紗
」
（
九
三
一
年
I
九
―
―
―
七
年
）
と
「
新
撰
字
鏡
」
（
八
九
八
年
ー
|
九

0
0年
）
を
利
用
し
て
い

時
代
で
あ
る
。
「
倭
名
紗
に
菫
子
を
よ
め
り
、
実
の
毛
の
蓑
l
L
似
た
る
な
る
べ
し
。
今
み
の
ご
め
と
も
い
へ
り
。
新
撰
字
鏡
に
黎
を
田
の
み

の
、
菫
に
あ
る
み
の
と
よ
め
り
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
両
者
は
延
喜
式
完
成
（
九
二
七
年
）
と
略
々
同

「
今
み
の
ご
め
と
も
い
へ
り
」
と
い
う
説
明
は
し
ば
ら
く
描
く
が
、
国
学
者
で
あ
る
谷
川
士
清
は
、
和
名
紗
・
新
撰
字
鏡

等
を
読
み
、
そ
こ
に
菫
子
を
見
出
し
説
明
を
試
み
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
延
喜
式
に
（
四
・
五
参
照
）
蓋
子
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

，
る
か
ら
、
略
々
同
時
代
に
著
さ
れ
た
和
名
紗
・
新
撰
字
鏡
に
、

そ
れ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
寧
ろ
当
然
で
あ
る
と
思
う
。

広
辞
林
（
金
沢
博
士
）
に
は
出
所
を
何
も
記
し
て
い
な
い
が
、
大
言
海
に
は
「
倭
名
抄
、
一
七
―
-
l

麻
類
『
菫
子
、
美
乃
』
字
鏡
五
十
三

タ

ニ

ア

ル

｀

｀

、

ノ

タ

ノ

｀

｀

｀

ノ

『
董
、
田
在
美
乃
』
同
五
十
四
『
黍
、
田
乃
弥
乃
」
斎
官
寮
式
『
糧
米
、
大
豆
、
小
豆
、
小
麦
、
黍
子
、
胡
麻
子
、
菫
子
各
三
斗
』
と
あ

菫
子
考
（
鋳
方
）

一
八

0
五
年
刊
）

こ
こ
で
は
、

え
な
い
。

そ
し
て
ま
た
、

（
正
徳
二
年
・
一
七
―
二
年
）
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
蔓
が
、
何
故
、

七

祠

は

大

槻

博

士

の

「

茎

は

直

生

で

平

滑

」

は

金

沢

博

士

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

形
」
は
牧
野
博
士
等
。
要
す
る
に
諸
橋
博
士
の
む
つ
お
れ
ぐ
さ
は
前
述
の
よ
う
に
牧
野
博
士
の
む
つ
お
れ
ぐ
さ
と
は
似
て
い
な
い
の
で
あ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
諸
橋
博
士
が
む
つ
お
れ
ぐ
さ
そ
の
も
の
を
御
存
知
無
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
み
の
ご
め
に
つ
い
て
も

り
入
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
菌
」
、

「
和
訓
栞
」
（
文
化
二
年

「
葉
は
狭
線
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な
お
、

た
場
合
、
．
矢
張
り
誤
り
と
い
う
他
は
な
い
。

闊
西
大
學
「
経
清
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

博
士
が
、

「
み
の
ご
め
」

、
、
、

の
ご
め
）
を
、

一
般
日
常
に
用
う
る
食
料
で
は
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
、
七
種
粥
の
場
合
で
も
、

そ
れ
を

（
蔓
だ
け
に
つ

（
狼
尾
草
す
な
わ
ち
、

墓
を
記
載
し
て
い
な
い
こ
と
は
、

し‘

る
よ
う
に
、
和
名
類
衆
紗
、
新
撰
字
鏡
、
延
喜
式
・
神
祇
・
斎
宮
の
条
に
原
資
料
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
語
学
者
で
あ
る
大
槻

こ
れ
ら
の
書
籍
か
ら
蓋
子
を
解
説
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
う
余
地
は
あ
る
ま
い
。
両
博
士
と
も
に

へ
の
執
着
を
脱
し
得
ず
、
遂
に
、
牧
野
博
士
の
云
わ
れ
る
「
か
ず
の
こ
ぐ
さ
」
（
み
の
ご
め
）
を
（
従
来
云
わ
れ
て
い
る
み

み
の
に
当
て
て
し
ま
わ
れ
た
と
考
え
る
。
言
語
学
的
に
は
正
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
植
物
は
異
る
の
で
、
歴
史
的
に
見

他
方
、
和
漢
三
才
図
会
に
菫
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
食
用
に
な
る
動
植
物
は
勿
論
、

食
用
に
な
ら
な
い
多
く
の
動
植
物
に
ま
で
丹
念
に
言
及
し
て
い
る
寺
島
良
安
が
、

る
。
同
時
に
、
穆
（
い
ぬ
き
び
）
が
「
新
日
本
植
物
図
鑑
」

ぬ
あ
わ
と
い
う
名
称
は
図
鑑
に
は
あ
る
が
、
内
容
は
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
）
寺
島
良
安
が
堕
を
、

い
て
）

、.. 

，’‘‘、

菫
は
野
生
植
物
で
あ
り
、
菫
子
は
そ
の
種
子
で
あ
っ
た
。

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
不
思
議
で
あ
る
。

そ
し
て
牧
野
富
太
郎
博
士
が
稔
（
い

ぬ
き
び
）
を
失
念
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
野
生
植
物
が
僅
か
数
百
年
の
う
ち
に
消
滅
す
る
筈
は
無
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
臆
測
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
解
釈
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

菫
子
は
も
っ
ぱ
ら
儀
式
用
の
食
料
で
あ
り
、

ナ

す

ラ

イ

、

、

、

直
会
あ
る
い
は
お
と
き
と
し
て
い
た
だ
く
の
は
高
い
位
の
人
々
で
あ
り
、
そ
の
儀
式
に
参
加
し
た
低
い
位
の
人
々
は
、
七
種
粥
の
代
用
品

、
、
、

と
で
も
い
う
べ
き
米
と
小
豆
二
種
の
粥
を
給
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
七
種
の
穀
、
す
な
わ
ち
、
米
・
・
粟
．
稗
子
・
黍
子
・
小
麦
・
胡
麻
子
・
小
豆
・
菱
子
の
中
、
葛
子
だ
け
が

ニ
四

全
く
不
可
解
で
あ
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け
る
と
い
う
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、

な
お
、
菱
が
野
生
植
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
僅
か
千
年
足
ら
ず
の
間
に
絶
滅
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
野
生
植
物
が
生
き
続

、
、
、
、
、
、

一
応
現
在
の
む
つ
お
れ
ぐ
さ
あ
た
り
に
蓋
を
当
て
る
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

菖
子
考
（
鋳
方
）

理
屈
は
兎
も
角
、

、ヽ
'

0

し
カ

穀
は
不
必
要
と
な
っ
て
来
ざ
る
を
得
な
い
で
は
な
い
か
。

野
生
植
物
の
子
実
で
あ
り
、
他
の
穀
は
す
べ
て
栽
培
植
物
の
子
実
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
五

(

2

4

)

サ

今

七
種
粥
の
内
容
は
時
の
変
遷
と
と
も
に
変
化
す
る
。
例
え
ば
拾
芥
抄
（
十
五
世
紀
後
半
）
に
よ
れ
ば
、
七
種
粥
は
「
米
・
小
豆
・
大
角

豆
・
黍
・
粟
．
蔓
子
・
署
預
、
（
代
二
大
角
豆
-
)
。
或
は
白
穀
・
大
豆
・
小
豆
・
栗
・
柿
．
菫
子

I-（代
大
角
豆
-
)
」
と
あ
る
よ
う
に
大

ヤ
マ
ノ
イ
モ

変
乱
れ
て
来
る
。
例
え
ば
前
半
で
は
、
穀
物
な
ら
ぬ
署
預
が
入
り
、
括
弧
内
の
大
角
豆
を
署
預
の
代
り
に
入
れ
た
ら
六
種
に
し
か
な
ら

ぬ
。
後
半
で
は
穀
物
で
は
な
い
栗
・
柿
等
が
混
っ
て
く
る
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
七
種
粥
を
用
う
る
儀
式
が
衰
え
て
来
た
場
合
、
寧
ろ
当

然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
引
き
換
え
、
初
め
代
用
品
的
食
料
で
あ
っ
た
米
と
小
豆
二
種
の
穀
物
で
造
っ
た
粥
が
、
漸
次
、
本
格
化
し
、
元
来
、
正
統
で
あ

っ
た
筈
の
七
種
粥
は
儀
式
の
衰
退
に
伴
っ
て
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
う
な
れ
ば
、
儀
式
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
米
・
小
豆
以
外
の
他
の
五

こ
の
よ
う
な
場
合
、
蓋
を
除
く
四
穀
、
粟
．
稗
・
黍
・
小
麦
は
、
古
く
か
ら
の
栽
培
植
物
で
あ
る
か
ら
、
儀
式
と
関
係
が
無
く
な
っ
て

も
、
引
続
き
栽
培
さ
れ
た
こ
と
は
寧
ろ
当
然
で
あ
っ
た
。
庶
民
の
食
生
活
に
重
大
な
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
引
き
換
え
、

最
初
か
ら
野
生
植
物
で
あ
り
、
庶
民
の
食
生
活
と
縁
遠
か
っ
た
蓋
は
、
中
世
以
降
七
種
粥
の
儀
式
が
漸
く
廃
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
名
さ

え
忘
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
和
漢
三
才
図
会
や
本
草
六
部
耕
種
法
等
に
菫
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
も
、

こ
の
辺
に
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
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(4) (3) (2) 
註

,
．
 
ー~ 

闊
西
大
學
『
経
清
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

本
邦
古
代
に
於
け
る
稲
の
問
題
に
就
い
て
、
経
済
史
研
究
、
第
一
三
巻
第
第
三
号
、
昭
和
一

0
年

日
本
古
代
麦
作
考
、
「
農
業
と
経
済
」
、
第
六
巻
第
―
二
号
、
昭
和
一
四
年

本
邦
古
代
の
稲
に
関
す
る
二
三
の
問
題
、
「
農
業
経
済
研
究
」
、
第
一
六
巻
第
四
号
、
昭
和
一
五
年

日
本
古
代
の
麦
に
就
い
て
‘
|
ー
＇
特
に
そ
の
由
来
ー
、
「
農
業
経
済
研
究
」
、
第
一
七
巻
第
四
号
、
昭
和
一
六
年

本
邦
古
代
小
豆
考
、
「
社
会
経
済
史
学
」
、
第
一
五
巻
第
二
号
、
昭
和
二
四
年

本
邦
大
豆
栽
培
の
起
原
、
「
日
本
史
研
究
」
、
第
一

0
号
、
昭
和
二
四
年

上
代
大
豆
考
ー
ー
由
心
途
を
中
心
と
し
て
|
ー
＇
「
人
文
科
学
論
集
」
（
関
西
大
学
）
第
一
号
、
昭
和
二
四
年
、

本
邦
古
代
黍
作
考
1

栽
培
の
由
来
ー
—
'
「
経
済
論
集
」
（
関
西
大
学
）
第
一
巻
第
三
•
四
合
併
号
ー
ー
ー
昭
和
二
六
年

本
邦
古
代
稗
作
考
、
「
経
済
論
集
」
、
第
五
巻
第
一
号
、
昭
和
三
0
年

~

古
邦
古
代
粟
作
考
、

1

特
に
そ
の
由
来
ー
「
関
西
大
学
七

0
周
年
記
念
論
集
」
、
昭
和
三

0
年

日
本
稲
の
起
原
に
つ
い
て

H
1南
方
伝
来
説
批
判
ー
、
「
経
済
論
集
」
、
第
七
巻
第
一
号
、
昭
和
三
二
年
、

日
本
稲
の
起
原
に
つ
い
て
ロ
ー
ー
I

南
方
伝
来
説
批
判
ー
、
「
経
済
論
集
」
、
第
八
巻
第
ニ
・
三
合
併
号
、
昭
和
三
三
年
、

な
お
次
の
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

古
代
に
お
け
る
南
朝
鮮
の
農
耕
1

特
に
穀
物
を
中
心
と
し
て
ー
「
社
会
経
済
史
学
」
、
第
八
巻
第
四
号
、
昭
和
一
三
年

朝
鮮
に
お
け
る
稲
栽
培
の
起
原

1

稲
由
来
説
批
判
ー
—
'
「
朝
鮮
学
報
」
、
第
十
八
輯
、
昭
和
三
六
年
、

三
国
史
記
に
あ
ら
わ
れ
た
麦
と
麦
作
に
つ
い
て
、
「
朝
鮮
学
報
」
、
第
四
十
八
輯
、
高
橋
亨
先
生
記
念
号
、
昭
和
四
三
年

「
孝
女
知
恵
」
と
「
貧
女
養
母
」
ー
|
ー
そ
こ
に
記
さ
れ
た
米
・
粟
・
租
・
穀
を
饒
る
諸
問
題
1

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
、

四
四
年

大
日
本
古
文
書
一

和
名
類
衆
紗
・
巻
第
十
七
・
稲
穀
部
第
二
十
五
・
麻
類
第
二
百
二
十

大
日
本
古
文
書
一
。

な
お
墓
子
に
続
い
て
次
の
記
載
が
あ
る
。

二
六

第
二
輯
、

昭
和
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(7) (6) (5) 

揺
米
参
拾
朋
料
稲
陸
伯
束
叶
”

足

羽

郡

捌

拾

束

大

野

郡

騨

拾

束

江

沼

郡

弐

伯

捌

拾

束

加

賀

郡

弐

伯

束

醸
酒
料
稲
参
伯
伍
拾
束

丹

生

郡

漆

拾

束

足

羽

郡

漆

拾

束

大

野

郡

漆

拾

束

江

沼

郡

漆

拾

束

加

賀

郡

漆

拾

束

．

錦
綾
羅
機
合
壱
拾
参
具
、
綜
壱
伯
壱
拾
雖
条
、
這
蘊
凋
即
配
麟
i

ハ
紐
機
別
料
糸
壱
伯
参
拾
噸
斤
捌
両
、
直
稲
参
千
騨
伯
陸
拾
弐
束
伍
把
斤
別
廿
五
束

錦
機
弐
具
、
綜
伍
拾
陸
条
這
鰐
甘
料
糸
雖
拾
弐
斤

羅
機
弐
具
、
綜
騨
条
コ
鱈
料
糸
玖
斤

綾
機
玖
具
、
綜
伍
拾
雖
条
漬
繹
料
糸
捌
拾
漆
斤
捌
両

大
野
郡
壱
仔
捌
伯
束
江
沼
郡
壱
仔
陸
伯
陸
拾
弐
束
伍
把

塩
漆
斗
直
稲
参
拾
伍
束
以
五
束
充
一
升

マ
マ

敦

賀

郡

五

束

丹

生

郡

壱

拾

伍

束

坂
井
郡
伍
束
．
江
沼
郡
伍
束

加
賀
郡
伍
束

大
日
本
古
文
書
一

倭
名
類
衆
紗
・
巻
第
五
、
国
郡
部
・
第
十
二
、
東
海
郡
・
第
六
十
一

尾
張
国
、
管
八
、
海
部
、
中
島
、
葉
栗
、
丹
羽
、
春
部
、
山
田
、
愛
智
、
智
多
、

廷
喜
式
・
巻
二
十
三
・
民
部
下
。

な
お
五
十
ニ
ケ
国
は
次
の
通
り
。

墓
子
考
（
鋳
方
）

五

畿

内

山

城

大

和

河

内

和

泉

摂

津

東

海

道

伊

賀

伊

勢

二
七

志

摩

尾

張

参

河

遠

江

駿

河

伊

豆

甲

斐

相

模

武

蔵

安

房
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上

総

下

総

常

陸

東

山

道

近

江

美

濃

信

濃

上

野

北

陸

道

若

狭

越

前

加

賀

能

登

山

陰

道

丹

波

丹

後

但

馬

因

幡

山

陽

道

播

磨

美

作

備

前

備

中

南

海

道

紀

伊

阿

波

讃

岐

伊

予

⑧
廷
喜
式
・
巻
五
・
神
祇
五
・
斎
宮

⑨

同

右絹
締
七
百
疋
。
絲
三
百
約
。
庸
綿
一
千
一
百
屯
。
布
一
千
段
。
庸
布
八
百
五
十
段
。
倭
文
二
疋
。
木
綿
三
百
斤
。
麻
四
百
斤
。
熟
麻
一
百
斤
。
熊
皮
八

張
。
亀
甲
十
二
枚
。
履
三
十
両
。
紙
一
千
張
。
筆
二
百
二
十
管
。
両
面
三
疋
三
丈
。
（
不
明
）
緋
吊
七
疋
三
丈
。
錦
一
丈
七
尺
六
寸
。
油
締
八
疋
一
丈
゜

薬
五
十
六
種
。
白
綿
六
百
屯
。
鍬
二
百
三
十
五
口
。
鉄
五
十
廷
。
砥
八
顆
。
墨
十
九
廷
。
（
次
に
本
文
引
用
の
庸
米
：
·
·
…
•
•
黍
子
一
石
が
入
る
）
塩
八
十

ホ

ソ

キ

ス

ハ

ャ

リ

石
。
胡
麻
油
三
石
。
授
椒
油
四
斗
四
升
。
東
簸
三
百
斤
。
堅
魚
五
百
斤
。
煮
堅
魚
一
百
四
十
四
斤
。
堅
魚
煎
汁
四
斗
。
猪
齊
―
―
―
斗
°
楚
割
鮭
一
百
二
十
隻
゜

・

キ

ク

ヒ

イ

ガ

イ

ヒ

ラ

＊

シ

ワ

ク

プ

ケ

ザ

n

煮
塩
年
魚
二
石
。
鮨
年
魚
一
石
。
醤
鮒
三
石
。
鳥
服
十
斤
。
鯛
楚
割
九
十
斤
。
胎
貝
鮨
一
石
八
斗
。
鯛
枚
乾
一
百
斤
。
雑
膳
五
石
。
腸
漬
鍍
七
斗
。
雑
魚

コ

ル

モ

ハ

ミ

ゾ

ツ

キ

ア

マ

ヅ

う

鮨
十
石
。
蒸
海
鼠
一
百
斤
。
鮨
鰻
二
石
。
雑
鍛
三
百
四
十
四
斤
。
海
藻
三
百
九
斤
十
四
両
（
一
斤
は
十
六
両
）
。
凝
海
菜
三
百
四
十
斤
。
右
｛
菜
十
囲
。
甘
葛

ワ

サ

ピ

ニ

エ

9
,
‘

煎
一
斗
。
芥
子
五
斗
。
山
班
二
斗
。
陶
器
六
百
九
十
六
口
。
贄
直
稲
日
別
二
束
。
馬
抹
稲
百
廿
束
。
蜀
四
千
八
百
囲
。

⑩
同
右
。
全
文
は
左
の
通
り
。

小
月
物
別
減
二
〇

コ
ッ
ヲ

月
料
°
三
十
分
之
―
-

稲
三
十
九
束
一
把
六
分
。
粟
十
七
束
八
把
。
鱗
麻
紐
輝
東
鱚
―
―
十
四
斤
六
両
。
雑
鰻
。
煮
堅
魚
各
十
一
斤
四
両
。
鳥
賊
。
押
年
魚
各
七
斤
八
両
。
乞
魚
皮
十

五
斤
。
（
大
言
海
に
乞
魚
を
鮫
の
一
種
と
あ
り
、
い
か
に
も
そ
の
皮
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
は
水
産
食
料
を
列
べ
て
あ
る
箇
所
な
の
で
食
用
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
鮫
の
皮
は
食
え
な
い
。
ー
—
螂

Kの
皮
か
も
知
れ
ぬ
。
）
鰯
魚
汁
一
斗
五
升
。
腸
漬
峻
。
胎
貝
鮨
各
一
斗
五
升
。
堅
魚
二
十
四
斤
六
両
。
鯛
楚

ム
ラ
サ
キ

9
9
ミ

ル

割
。
鮫
楚
割
各
七
斤
八
両
。
大
鯖
九
十
隻
。
雑
魚
鮨
六
斗
。
芥
子
。
堅
魚
煎
汁
各
三
升
。
口
味
直
銭
。
（
不
明
）
紫
菜
。
海
松
各
二
斤
十
三
両
。
海
藻
゜

カ
チ
グ
リ

凝
海
菜
各
十
一
斤
四
両
。
塩
。
揺
栗
各
三
斗
。
生
栗
六
斗
。
鼓
六
升
。
醤
二
斗
四
升
。
醤
瓜
三
十
顆
。
味
醤
一
斗
二
升
。
糖
一
斗
五
升
（
本
文
引
用
の
楯

米
…
…
…
米
二
斗
一
升
ま
で
が
こ
こ
に
入
る
）
酢
一
斗
二
升
。
酒
二
用
四
斗
。
叩
甲
了
ぎ
五
升
。
油
二
斗
四
升
。
麟
↓
輝
応
研
灯
禍
三
十
口
。
大
塊
十
合
。

下
野
越
中
出
雲
備
後
土
佐

闊
西
大
學
『
親
清
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号陸

奥

出

羽

（

飛

騨

を

欠

く

）

越
後
（
佐
渡
を
欠
く
）

石
見
（
伯
者
隠
岐
を
欠
く
）

安

芸

周

防

長

門

（
淡
路
を
欠
く
）

ニ
八
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婉
形
二
百
口
。
片
盤
四
百
口
。
枚
片
坪
六
百
口
。
窪
坪
三
百
八
十
口
。
酒
紫
。
酒
台
各
十
五
具
。
椀
七
十
合
。
姦
坪
六
十
口
。
布
四
尺
三
寸
玉
分
。
松
明

三
百
把
。
薪
五
千
四
百
斤
。
炭
二
十
四
石
。
藁
三
十
囲
。
紙
七
十
張
。
芸
芦
亨
躙
呻
。
。
筆
三
管
o
-
l
―
輝
韮
虹
却

t
亀
甲
一
枚
。
竹
二
十
郎
。

皿

同

右

供
新
嘗
料
臼
如
心
男

ク
カ

サ
ラ
シ

絹
二
丈
。
絲
二
両
。
貯
一
丈
二
尺
。
細
布
一
丈
六
尺
。
曝
布
一
丈
二
尺
。
調
布
―
―
一
段
一
丈
。
木
綿
二
斤
四
両
。
士
盤
十
口
。
手
洗
ニ
ロ
。
片
椀
十
口
。
高

甲
＋
口
。
洗
盤
六
口
。
加
＋
口
。
釦
町
口
。
平
胴
髭
ー
ロ
。
翌
液
笞
十
四
合
。
鹿
箆
一
合
。
明
櫃
三
合
。
供
机
十
枚
。
本
文
引
用
の
供
料
米
二
斗
か
ら
粟

7
ク
ペ

二
斗
ま
で
こ
こ
に
入
る
）
白
黒
二
御
酒
料
稲
二
十
束
。
御
酒
一
石
。
鞄
十
八
柄
。
酒
垂
四
口
棚
四
俵
。
漆
刻
柄
刀
子
二
枚
。
長
刀
子
十
枚
。
短
刀
子
十

ヒ
ラ
ッ
カ
メ

枚
。
土
火
炉
二
枚
。
木
刺
槌
二
柄
。
砧
木
二
枚
。
蝦
鰭
槽
ニ
ロ
。
日
影
葛
二
荷
。
輿
籠
二
脚
°
已
上
溢
国
廻
五
口
。
（
不
明
）
平
居
逝
五
口
。
都
波
波
四
口
。

充
レ
之

（
不
明
）
匝
八
口
。
小
坪
八
口
。
陶
臼
ニ
ロ
。
宮
坪
二
十
口
。
陶
塊
八
口
。
多
志
良
加
四
口
。
（
不
明
）
砥
六
口
。
陶
鉢
八
口
。
盤
二
十
口
。
高
坪
十
口
。

酒
釜
十
口
。
油
三
升
。
切
机
二
脚
。
呻
直
同
四
紹
明
距
剪
五
。
浪
東
鰊
二
斤
十
両
。
薄
簸
。
隠
岐
綾
各
二
斤
。
堅
魚
五
斤
。
煮
堅
魚
十
斤
。
鳥
賊
。
螺
各
十

ホ

シ

ミ

ル

ム

ラ

サ

キ

ノ

リ

ミ

ル

マ

キ

両
。
鮨
簸
二
斤
十
両
。
干
海
松
二
斤
。
紫
菜
一
斤
。
海
松
纏
。
（
不
明
）
簸
一
升
。
煮
塩
年
魚
。
檻
鮒
各
二
升
。
千
班
二
両
。
清
酒
゜
濁
酒
各
二
升
。
（
本

文
に
引
用
の
米
以
下
黍
子
楠
が
入
る
）
椎
子
。
菱
子
各
五
升
。
蓮
子
。
干
班
各
一
升
。
生
栗
一
斗
。
拇
栗
六
升
。
干
柿
二
升
。
橘
子
。
十
蔭
。
（
不
明
）

干

雙

一

俵

。

す

記

菜

＿

荷

。

翌

益

輿

籠

一

脚

。

蘊

レ

之

。

国

'

⑫
廷
喜
式
・
巻
四
十
・
主
水
司
、
全
文
は
左
の
通
り
。
践
詐
大
咎
会
解
斎
七
種
御
粥
料
。

米
。
粟
。
黍
子
。
蒋
子
。
菫
子
9

胡
麻
子
。
小
豆
各
二
斗
。
塩
二
顆
。
陶
袋
。
塙
各
七
口
。
土
坑
七
合
。
婉
形
。
片
杯
各
十
口
。
阿
世
利
盤
七
口
。

（
不
明
）
洗
盤
四
口
。
麻
笥
盤
ニ
ロ
。
中
取
案
。
切
案
各
二
脚
。
（
不
明
）
陶
臼
。
土
火
炉
各
ニ
ロ
。
炭
―
―
用
。
白
米
九
升
。
漿
料
著
レ
足
土
碗
四
合
。
梵

0

親
王
已
下
五
位

三
口
。
炭
六
斗
已
上
通
用

炭
二
朋
と
あ
り
、
同
列
に
炭
六
斗
と
あ
る
の
は
如
何
な
る
意
味
か
判
ら
な
い
。

．

．
 

同
右
。
全
文
は
左
の
通
り
。

聖
神
寺
七
種
御
粥
料
。

米
二
斗
。
粟
。
黍
（
子
）
。
蒜
子
。
菖
子
。
胡
麻
子
。
小
豆
各
五
升
。
塩
一
顆
。
土
盤
七
口
。
婉
形
二
十
口
。
片
盤
十
四
口
。
阿
世
利
盤
。
梵
。
禍
各
七

ロ
。
陶
洗
盤
四
口
。
臼
一
口
。
縮
七
柄
（
杓
の
類
か
）
柏
二
十
把
。
炭
二
石
。
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開
西
大
學
「
経
済
論
集
」
第
二
十
巻
第
二
号

ア
シ
ク
シ
ム
モ
ヒ
ト
リ
ベ
ラ

右
具
備
正
月
十
五
日
ノ
且
、
令
二
水
部
送
ー
。

（
中
略
）

常
住
寺
ノ
仏
聖
二
座
ノ
季
料
米
。
並
ー
一
正
月
十
五
日
ノ
七
種
粥
一
ラ
同
ば
聖
神
寺
-l-0

同
右
。
全
文
は
左
の
通
り
。

正
月
十
五
供
御
七
種
粥
料
。
蝕
扉

米
一
斗
五
升
。
粟
。
黍
子
。
森
子
。
菫
子
。
胡
麻
子
。
小
豆
各
五
升
。
塩
四
升
。
士
盤
七
口
。
錦
形
五
口
。
片
盤
十
口
。
阿
世
利
盤
三
口
。
盆
。
蝸
各

七
口
。
陶
洗
盤
。
麻
笥
盤
各
ニ
ロ
。
臼
一
口
。
舘
八
柄
。
柏
ニ
ク
十
把
。
炭
二
石
。

匡
日
雑
給
粥
料
゜
蝉
麟
嗜
疇
紐
翠
叡
料
．

米
一
石
。
小
豆
五
斗
。
豊
八
升
。
柏
二
十
把
。
薪
三
百
六
十
斤
゜

⑮
践
詐
大
嘗
会
解
斎
の
七
種
粥
の
場
合
、
七
種
の
穀
物
の
合
計
は
一
石
四
斗
。
塩
二
顆
0

.
 

聖
神
寺
七
種
粥
の
場
合
、
米
二
斗
、
他
の
六
種
の
穀
物
の
計
三
斗
。
総
計
五
斗
。
塩
一
顆
0

• 

正
月
十
五
日
供
御
七
種
粥
の
場
合
。
米
一
斗
五
升
。
他
の
六
種
の
穀
物
の
計
三
斗
。
線
計
四
斗
五
升
。
塩
四
升
゜

同
日
雑
給
粥
の
場
合
、
米
一
石
、
小
豆
五
斗
。
綿
計
一
石
五
七
。
塩
八
升
゜

前
の
二
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
石
四
斗
に
対
し
て
塩
二
顆
、
五
斗
に
対
し
て
塩
一
顆
、
後
の
二
者
は
そ
れ
ぞ
れ
四
斗
五
升
に
対
し
て
塩
四
升
、
一
石
五
斗
に

対
し
て
塩
八
升
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
、
一
顆
は
約
四
升
前
後
と
み
れ
ば
誤
り
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
こ
の
粥
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
水
司
と
関
係
が
深

い
か
ら
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
決
し
て
「
メ
シ
」
で
は
な
い
。
水
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
「
オ
カ
ユ
」
で
あ
る
。
塩
の
量
と
穀
物
の
量
と
を
対
比
し
た
場

合
「
メ
シ
」
で
は
辛
く
て
食
え
た
も
の
で
は
な
い
。

⑯
類
衆
三
代
格
・
巻
八
・
農
桑
事

閻
正
宗
敦
夫
編
簗
校
訂
・
日
本
古
典
全
集
・
廷
喜
式
•
第
四
・
廷
喜
式
・
巻
二
十
三
・
民
部
下
・
交
易
雑
物
・
韮
皇
子
の
註
゜

⑱
和
漢
三
才
図
会
・
巻
第
百
三
・
穀
類

マ

n
モ

寺
島
良
安
は
、
彫
胡
米
を
マ
コ
モ
ノ
ミ
と
訓
み
な
が
ら
、
菰
の
項
で
は
彫
胡
米
を
サ
ン
ゴ
ベ
イ
と
訓
み
（
同
書
・
巻
第
九
十
七
•
水
草
）
更
に
西
国
米
に

・
サ
ゴ
ベ
イ
と
振
り
仮
名
を
つ
け
て
い
る
が
、
西
国
米
は
サ
ゴ
ヤ
シ
の
皮
か
ら
製
造
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
菰
子
と
は
別
物
で
あ
る
。
訓
み
方
が
ヤ
ヤ
コ
シ

ィ
。
混
同
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

閥

10 
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松
本
洪
。
「
支
那
二
於
ケ
ル
毅
倉
及
社
会
・
四
民
生
活
・
耕
地
制
度
・
穀
物
ノ
名
称
ノ
研
究
」
社
団
法
人
・
日
本
米
穀
協
会
。

其
ノ
六
穀
ヲ
説
ク
ヤ
、
鄭
玄
（
筆
者
註
―
―
―
九
ー
ニ

0
0
。
後
漢
の
大
儒
）
八
周
證
ノ
膳
夫
（
天
官
二
属
シ
、
王
ノ
食
飲
膳
羞
ヲ
掌
ル
）
ノ
下
二
注

シ
テ稔
・
黍
・
稜
・
梁
．
泰
．
庶
（
菰
）

ト
日
ヒ
、
小
宗
伯
（
同
證
ノ
春
官
二
属
｀
ン
、
国
ノ
神
位
ヲ
建
ツ
ル
ヲ
掌
ル
官
）
二
注
シ
テ
ハ

黍
．
稜
・
稲
・
梁
．
泰
．
菰
（
菰
）

n

マ
コ
モ

ト
日
ヘ
リ
。
稔
ハ
稲
卜
同
物
異
名
ナ
レ
バ
、
二
者
ハ
全
ク
相
同
ジ
、
菰
ハ
菰
ノ
賓
ナ
リ
ト
イ
フ
。

⑳
和
訓
栞
•
前
編
。
広
文
庫
よ
り
引
用
。

血
和
漢
三
才
図
会
・
巻
第
九
十
七
•
水
草

四
同
右
．
巻
第
百
三
・
穀
類

四
牧
野
•
新
日
本
植
物
図
鑑
、
編
集
者
、
前
川
文
夫
・
原
寛
・
津
山
尚
、
北
隆
館
＇

⑳
拾
芥
抄
・
下
末
、
飲
食
部
・
第
廿
八

（
本
稿
は
四
十
五
年
五
月
舟
日
、
東
西
学
術
研
究
所
の
例
会
で
発
表
。
そ
の
後
幹
事
の
諒
解
を
得
て
寄
稿
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申
添
え
ま
す
）
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